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‘ じ

り 出 当 藩 め
に 商 出 入 嗜 臨 通主検蓮財 に 目

品 入 商好時 常嫡討 池政
の 商 人 品 の の 子 史 藩 の 次
内 人 食 食 尚 料 の 概

職 事事 丸作藩要
と 職 人 の 成財 と
経 人 食 の 政 史
営 の 生 背 と 料
形 概 活 景 台 批
態 要 と 所 判

概料
要

旧

大

【

論

文
】

の
の

食
生
活
と
東

＊
当
館
専
門
研
究
員

ら
れ
な
い 。

産
構
造
の
解
明
に
力
点
か
お
か
れ 、
江
戸
に
お
け
る
消
費
の
内
容
に
検

討
が
及

城
下
町
に
住
む
商
人・
職
人
に
と
っ
て 、

武
家
か
有
力
な
顧
客
で
あ
っ
た
こ

と
はい
う
ま
で
も
な
い 。
幕
府
の
総
城
下
町
江
戸
に
は、

大
名
を
筆
頭
に
多
く

な
り
わ
い

の
武
士
が
居
住
し 、

彼
ら
を
相
手
に
多
く
の
者
が
生
業
を
立
て
て
い
た 。
都
市

杜
会 、

都
市
経
済
に
お
け
る
武
家
地
の
位
置
付
け 、

人
史
を
論
じ
る
上
で 、
こ
う
し
た
出
入
商
人・
職
人
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は、

近
世
都
市
史
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
ろ
う 。

こ
う
し
た
江
戸
に
お
け
る
武
士
層
の
消
費
の
問
題
は、

戦
前
か
ら

藩
の
窮
乏

を
説
明
す
る
素
材
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た 。
特
に
伊
達
研
次
は都
市
史
の
視

(

l
)
 

角
か
ら

藩
邸
の
消
費
に
注
目
し
て
い
る 。
ま
た 、
一
九
六
0
年
代
の
幕

藩
制
構

造
論
の
中
で
は、

藩
政

史
の
側
か
ら
藩

財
政

に
占
め
る
江
戸
経
費
の
割
合
の
高

(

2
)
 

さ
か
指
摘
さ
れ
て
き
た 。
し
か
し 、

従
来
の

藩
財
政

の
検

討
で
は、

領
内
の
生

ぶ
も
の
か
少
な
く 、

商
人・
職
人
と
の
取
引
を
具
体
的
に
分
析
し
た
も
の
は見

は
じ
め
に

て

京

の

商

人

．

 職

人
岩

そ
し
て
江
戸
の
商
人・
職

淵

令

治＊
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容
と、

七
0)

討
で
き
る
こ
と、

③
武
家
の
食
生
活
の
検
討
に
つ
い
て
は
近
世
考
古
学
と
の
協

(
7)

 

業
が
可
能
で
あ
る
こ
と、

状
で
は

の
三
点
で
あ
る。

分
析
対
象
と
す
る
明
治――一
年
の
段

藩
邸
社
会
は
国
許
の
城
下
町
と
相
似
的
で
あ
る
と
し
た
上
で

）
の
杜
会
か
町

八
0
年
代
後
半
か
ら
武
家
地
が
研
究
対
象
と
し
て
浮
上
し
て
き
た。

吉
田
伸
之

は、
「
都
市
杜
会
を
部
分
的
に
で
は
あ
れ
編
成・
統
合
す
る
磁
極
の
よ
う
な
要
素」

に
注
目
し
て
巨
大
城
下
町
江
戸
の
社
会
構
造
を
検
討
し、

藩
邸
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
「
藩
邸
社
会」

を
そ
の
要
素
の
一
っ
と
し
て
位
置
付
け
た。

吉
田
は、

人
杜
会
へ
の
全
面
的
依
存
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し、

加
賀
藩

を
素
材
に
出
入
商
人
・

職
人
の
類
型
化、

及
び
商
人
・

職
人
と
藩
の
個
別
的
・

(
3)

 

契
約
的
・

対
自
的
関
係
性
を
論
じ
て
い
る。

筆
者
も
高
田
藩
を
事
例
に
藩
邸
と

周
辺
地
域
が
形
成
し
た
関
係
に
つ
い
て、

江
戸
詰
足
軽
の
家
の
相
続
な
ど
と
並

ん
で
出
入
商
人
・

職
人
の
分
布
を
検
討
し
た。

ま
た
場
末
の
酒
仲
買
商
人
の
個

(
4)

 

別
分
析
の
中
で、

武
家
奉
公
人
と
の
取
引
関
係
を
指
摘
し
て
い
る。

し
か
し
現

呉
服
と
い
っ
た
職
種
以
外
は、

こ
う
し
た
出
入
商
人
・

職
人
の
経
営
の
実
態
に
つ
い
て
は、

金
融
・

(
5)

 

ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
ふ
ま
え、

本
稿
で
は、

藩
邸
に
お
け
る
消
費
の
内

こ
れ
を
支
え
た
出
入
商
人
・

職
人
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い。

分
析

対
象
は、

蓮
池
藩
（
佐
賀
藩
支
藩）

の
東
京
邸
の
台
所
方
が
明
治
三
年
(
-

八

(
6)

 

四
ー
六
月
に
担
当
し
た
当
主
嫡
子
の
食
生
活
と
す
る。

同
事
例
を
選
択

し
た
理
由
は、

①
消
費
の
内
容
す
な
わ
ち
食
事
の
献
立
の
記
録
と
こ
れ
に
対
応

し
た
商
人
・

職
人
の
代
金
請
取
書
の
両
者
が
残
存
し
て
い
る
こ
と、

②
従
来
分

析
が
行
わ
れ
て
き
た
金
融
・

呉
服
商
人
と
は
異
な
っ
た
商
人
お
よ
び
職
人
を
検

一

方、

都
市
史
研
究
で
は、

近
世
考
古
学
の
成
果
に
刺
激
さ
れ
つ
つ

一

九

Vヽ 階
で
は
ま
だ
藩
財
政
の
基
本
的
な
構
造
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず、

ま
た
後
述
す
る

よ
う
に、

藩
邸
の
機
能
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
か
ら、

近
世
期
と
近
似
的
な
も

の
と
し
て
検
討
が
可
能
で
あ
る。

な
お
大
名
の
日
常
の
食
生
活
に
つ
い
て
は、

①
吉
良
流
な
ど
の
流
派
に
属
し

た
料
理
人
に
よ
っ
て
将
軍
家
に
準
じ
た
も
の
が
作
ら
れ、

初
期
は
質
素
で
あ
っ

た
が
次
第
に
奢
修
に
な
っ
た、

②
し
か
し
奢
修
の
程
度
は
当
主
や
時
期
に
よ
っ

て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た、

③
「
料
理
の
内
容
は
そ
れ
は
ど
で
は
な
く、

案
外
質

(
9)

 

素
だ
っ
た」
、

等
の
指
摘
が
見
ら
れ
る。

し
か
し、

こ
れ
ら
は
奢
修
禁
令
や、

(
10)
 

倹
約
に
努
め
た
II

名
君
Il

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い。

特
に、

③
に
つ
い
て
よ
く
典
拠
と
さ
れ
る
の
は
三
田
村
鳶
魚
に
よ
る
旧
広
島
藩
主
浅
野

(
11)
 

長
勲
か
ら
の
聞
き
取
り
で
あ
り、

管
見
の
限
り、

藩
邸
に
お
け
る
大
名
家
の
食

生
活
の
実
状
に
つ
い
て
は、

宮
腰
松
子
に
よ
る
二
万
二
五
0
石
の
武
蔵
国
の
譜

代
藩、

岡
部
藩
上
屋
敷
に
お
け
る
藩
主
の
慶
応
二
年
(
-

八
六
六）

分
の
食
事

の
献
立
「
御
献
立
帖」

の
分
析
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る。

よ
っ
て、

食
生
活
の

(
12)
 

検
討
に
つ
い
て
は、

宮
腰
の
分
析
に
学
び
つ
つ
進
め
た
い。

判
（
一
）

を
行
っ
た
上
で、

当
主
嫡
子
の
食
生
活
を
検
討
し
（
二）、

最
後
に
こ

れ
を
支
え
た
出
入
商
人
・

職
人
の
実
像
を
請
取
書
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

（
三）。

ま
ず、

蓮
池
藩
の
藩
財
政
の
概
要
と
台
所
料
の
位
置
付
け、

お
よ
び
史
料
批
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一

方 、

江
戸
で
の
支
出
は
参
勤
交
代
の
経
費
や
生
活
費
の
み
な
ら
ず 、

神
田

蓮
池
藩
の
藩
財
政
と
台
所
料

蓮
池
藩
は 、

寛
永
十
六
年（
一

六
三
九） 、

佐
賀
藩
初
代
藩
主
勝
茂
の
三
男
直

澄
を
初
代
藩
主
と
し
て
成
立
し
た
佐
賀
藩
の
三
支
藩
の
―
つ
で
あ
る 。

表
高
は

本
藩
か
ら
与
え
ら
れ
た
領
地
は
山
裾
や
辺
地
に
あ
り 、

(

13
)
 

ヽ

こ
。

て
し
f

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
隔
年
の
参
勤
交
代 、

長
崎
警
護
役
な
ど
の
幕
府
勤
役
に
加
え 、

四
年
（
一

七
六
七）

転
す
る
が 、

天
保
十
三
年
(
-
八
四
二）

五
郡
の
飛
地
か
ら
な
っ

藩
財
政
は
創
設
当
初
か
ら
苦
し
く 、

佐
賀
藩
ー

蓮
池
藩
・

小
城
藩
ー

鹿
島
藩

江
戸
城
門
の
門
番 、

勅
使
接
待
役 、

た
び
重
な
る
旱
魃
・

風
水
害
な
ど
に

よ
っ
て 、

特
に
元
禄
期
か
ら
悪
化
し
た 。

藩
で
は 、

幕
府
に
参
勤
交
代
免
除
を

た
び
た
び
願
い
出
る
と
と
も
に 、

本
藩
に
借
財
を
願
っ
た 。

宝
永
元
年
（
一
七

0
四）

以
降
は 、

藩
士
に
対
し
て
扶
持
米
の
借
り

上
げ
を
恒
常
的
に
命
じ
て
い

(

14
)
 

る 。

ま
た
年
貢
米
の
換
金
を
行
う
大
坂
商
人
か
ら
の
借
用
金
は
膨
大
で 、

明
和

に
は
大
坂
藩
邸
は
借
財
の
抵
当
と
な
り 、

寛
政
年
間
に
は

領
地
の
多
く
も
負
債
の
抵
当
と
な
っ
た
と
い
う 。

文
政
期
に
は
財
政
は
や
や
好

か
ら
明
治
四
年
(
-
八
七
一
）

の
間

に
御
用
達
鴻
池
伊
助
か
ら
借
り
入
れ
た
金
子
は
金
二
万
一
三
三
四
両 、

銀
五
六

六
七
貫
に
の
ぼ
っ
た 。

今
回
検
討
す
る
明
治
三
年
の
前
年
に
は 、

奥
羽
越
列
藩

同
盟
と
の
戦
争
に
よ
る
軍
事
費
が
支
出
に
加
わ
り 、

借
財
は
二
二
五
0
石 、

四

万
ニ
ニ
五
一

両
に
及
ん
で
い
た 。

五
万
二
六
二
五
石
（
正
保
二
年
（
一

六
四
五）

以
降）

の
外
様
小
藩
で
あ
る
が

一
、

藩
財
政
の
概
要
と
史
料
批
判

橋
門
番
や
火
消
と
い
っ
た
課
役
に
よ
っ
て
莫
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
た 。

元
年
（
一
七
八
一
）

十
一

月
に
は 、
「

累
年
国
庫
欠
乏
ヲ
告
ケ
江
戸・
大
坂
ノ
費

用
皆
負
債
ヲ
起
シ
弁
用
シ
莫
大
ノ
負
債
卜

為
リ 、

斯
ノ
如
キ
ハ
永
久
継
続
之
道

無
ク
L

と
し
て
財
政
改
革
が
行
わ
れ 、

以
降
は
豊
凶
に
か
か
わ
ら
ず
全
貢
租
収

(

16
)
 

入
米
二
万
一
五
0
0
石
の
う
ち
一

万
五
0
0
0
石
を
も
っ
て
国
許
•

江
戸
・

大

坂
を
賄
う
こ
と
と
さ
れ
た 。

そ
の
内
訳
は 、
「

江
戸
之
用
度
ハ
八
千
石 、

大
坂
ハ

も
の
で 、

天
明

千
石 、

蓮
池
ハ
ニ
千
石 、

残
余
五
千
石
ヲ
以
テ
藩
士
ノ
禄
米
卜

為
ス
」

と
い
う

(

17
)
 

江
戸
の
支
出
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る 。

寛
政
八
年（
一
七
九
六）

の
段
階
で
は
「

江
府
用
金
ハ
毎
年
六
千
石
ノ
回
米
ヲ
以
テ 、

飾
屋
次
郎
兵
衛
其

外
之
ヲ
受
ケ
送
金
ヲ
約
シ
タ
リ」

と
さ
れ
る
よ
う
に 、

江
戸
分
の
年
貢
米
は
大

坂
で
換
金
さ
れ 、

送
金
さ
れ
て
い
た 。

ち
な
み
に 、

大
坂
の
飾
屋
は
五
人
扶
持

九
石、

そ
の
子
六
兵
衛
は
十
五
人
扶
持
二
十
七
石
を
与
え
ら
れ
て
い
た 。

文
化

十
年
(
-
八
一
三）

段
階
に
は
飾
屋
に
銀
一

五
0
0
貫
も
の
借
財
が
あ
り 、

毎

年
二
0
0
0
石
を
渡
し
て
も
利
子
分
を
返
す
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た 。

蔵
方
部

元
締
の
鶴
田
伝
右
衛
門
は
直
接
大
坂
に
談
判
に
出
向
き 、
「

新
二
白
衣
ヲ
調
シ
決

死
ノ
準
備
ヲ
ナ」

し
た
た
め 、

恐
れ
を
な
し
た
飾
屋
は
「

金
員
ノ
為
二
人
ヲ
殺

(

19
)
 

ス
ニ
忍
ス
ト」

利
子
を
あ
き
ら
め 、

三
十
六
年
賦
の
返
済
を
承
諾
し
た
と
い
う 。

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二）

の
蛙
害
に
よ
る
大
飢
饉
の
翌
年
十
月 、

幕
府
へ
の

参
勤
交
代
免
除
願
の
口
添
え
を
頼
む
た
め
に 、

蓮
池
藩
が
本
藩
佐
賀
藩
に
提
出

(

20
)
 

し
た
藩
財
政
の
収
支
書
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る 。

A
は
物
成
米
の
収
支
で

あ
り 、

こ
の
年
は
地
米
（
全
貢
租
米）

二
万
一

0
五
0
石
（
①）

の
う
ち 、

飢

饉
の
た
め
四
割
程
度
し
か
収
入
が
な
い
（
⑤) 。

こ
れ
ら
地
米
は
国
許
の
先
代
藩

で
は 、

藩
財
政
の
内
訳
を
み
て
み
よ
う 。

表
1
は 、

西
国
一

帯
で
発
生
し
た
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表1 享保17年(1732) I 0月～同18年9月 蓮池藩収支書（『日誌』 より作成）

A 米収支（単位 石）

① 物成米 21050 

13177.13 ② 荒地・落米ほか

③ 残余米（実収入） 7872.87 （① ー ②）

④ 六部口米 472. 372（③XO. 06) 

⑤ 総額 8345.242（③十④）

⑥ 支出総額 12344.6 

（隠館料米 500 ／連喜女料米 200／吉姫料米 100／久美女料米 100 

江戸・大坂・京都・長崎給米 230／寺社領 130／会所料米 940 

丑年家中介抱料米 3401. 6／子秋丑春乃至先納代米 1733 

子暮家中介抱米支出 976／当物成前納売付代米 1034 

大坂回漕米 3000) 

⑦ 不足米 3999.358（⑤ ー ⑥＊1)

B 銀支出（「丑暮銀概算」、 単位匁）

⑧ 参勤料半額 188750 

［全額377500（往来路費 伊万里 ～ 大坂ほか 79291／幕府へ献品、 諸贈答等屋敷二係ル

一切ノ費 178209／幕府門衛及ヒ防方諸具新調井修繕費 120000*2)] 

⑨ 江戸屋敷留守居料 35000 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

会所井修理方料

台所料

納戸料

大坂屋敷料井家賃銀利子

江戸借銀利子井諸買物支出

合計

大村寺井ニテ支出サレタル幕府

ノ回米代

39800 

7000 

15400 

5800 

45000 

336750（⑧～⑭） 

133225 

註 ＊ 1 原文は3909.358であるが、 この額が正しい。

* 2 原文では102000だが、 合計額より逆算すると、 この額が正しい。
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旧大名家当主嫡子の食生活と東京の商人 ・ 職人

表2 関 連 年 表（『日誌』より作成）
経
費 、

明治元． 3 

10 

11 

12 

2. 1 

2/1 

4
 

5
6
7

 

8
 

3. 

6
6

 
4. 2

 

，

 

藩邸から撤収、 徒士辻田孫助のみ藩邸に残る。

羽州へ出兵。

永田雄助を情報の収集のため東京へ派遣。

京都に朝廷公議所を設置し、 各藩に公議人を出させる。

藩主直紀が上京のため、 東京藩邸を修繕。

太政官より東京藩邸を下付される（屋敷は、 上屋敷＝麻布龍

土町 下屋敷＝芝二本榎のまま）。

藩主、 藩邸に着。 鶴田文吾を公用人、 永田をその助役兼執政

付とする。

版籍奉還。

藩主、 連池藩知事を命じられる。

藩主帰国。 用人成富新を藩邸頭人、 永田雄助を公議人として

藩邸におく。

京都公用所を廃す。 公用人鶴田杢太夫を京都より東京にうつ

す。 東京衆議院を開会する。

4/10世子 ・尚丸、 長崎より西洋船に乗船、 横浜より上陸後、 東京

藩邸に入る。

5 成富新を公議人とする。

5/20尚丸、 従五位に叙せられる。

5/22尚丸、 元服を認められ、 昇殿を許される。 明治天皇と会い、

天盃を受ける。

参朝を済まし、横浜より西洋船に乗船して帰国。

太政官の布告により、 麻布邸を官邸に、 二本榎邸を私邸とす

る。

東京西久保の朽木籠八の邸を購入。 二本榎邸を上地し、 麻布

邸を藩知事の私邸とする。

当主一家、 旧藩地を去り、 東京へ移住。

家
中
の
扶
持
に
あ
て
ら
れ 、

残
っ
た
米
は
主
に
大
坂
で
換
銀
さ
れ
た
（
⑥） 。

(

22
)

(

23
)

 

こ
う
し
て
得
た
銀
収
入
は 、

B
に
み
る
よ
う
に 、

⑩
国
許
の
会
所
や
修
理
方

を
除
き 、

⑧
参
勤
交
代
や
江
戸
城
神
田
橋
門
の
門
番
役 、

⑧
・

⑨
江
戸
藩
邸
の

お
よ
び
⑬
大
坂
・

⑭
江
戸
で
の
借
財
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
た 。

参
勤
交

代
の
経
費
が
半
額
で
あ
る
の
は 、

四
代
藩
主
直
恒
が
享
保
十
七
年
四
月
ー

十
八

さ
て 、

⑪
台
所
料
と
は
用
人
部
の
台
所
役 、

⑫
納
戸
料
と
は
用
人
部
の
小
納

戸
の
出
費
と
思
わ
れ
る 。

両
者
は
藩
主
の
近
習
で
あ
る
側
役
の
指
示
に
よ
っ
て 、

藩
主
の
食
事
・

衣
服
を
担
当
す
る
役
職
で
あ
り 、

会
計
年
度
の
三
分
の
二
に
あ

た
る
藩
主
在
府
の
十
月
1

六
月
分
は 、

「
殿
様
部
屋
住
内
下
台
所
遣
料」
・
「

大
殿
様
下
台
所
遣
料」

が

(

24
)

 

銀
支
出
の
八
％
を
占
め
て
い
た 。

八
五
八
年
生 、

本
藩
藩
主
三
男
で
養
子 、

柔）

江
戸
で
の
出
費
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の

検
討
史
料
作
成
の
背
景
と
概
要

の
ち
十
代
目
当
主
直

が 、

明
治
三
年
四
ー

六
月
に
東
京
上
屋
敷
に
滞
在
し
た
際

の
「

御
台
所」
の
購
入
品
と
料
理
で
あ
る 。

前
述
の
よ
う
に
「

御

台
所」

は
当
主
・

家
族
と
そ
の
客
の
食
事
を
担
う
部
局
と
考
え

ら
れ 、

側
役
の
管
轄
の
も
と 、

台
所
役
三
な
い
し
四
名
と
配
下

の
「

台
所
仲
元」

が
そ
の
任
に
あ
た
っ
た 。

仲
元
は
「

平
民
ヲ

さ
て 、

本
稿
で
検
討
す
る
の
は 、

九
代
当
主
嫡
子
尚
丸

2
 

で
「

在
府
下
国
台
所
遣
料」
・
「

御
膳
米
並
中
下
台
所
遣
料」

下
台
所
料」

が
銀
支
出
の
O·
五
％ 、

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇

佐
賀
藩
で
は 、

享
保
十
年
（
一
七
二
五）
で
「

台
所
遣
料」
・
「

中

な
お 、

台
所
料
は
銀
支
出
合
計
⑮
の
二
％
に
あ
た
る
が 、

本
藩

本
稿
で
扱
う
台
所
の
消
費
の
全
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

っ
ち
⑪
台
所
料
は 、

⑭
の
「

諸
買
物」

と
の
関
係
は
不
明
だ
が

は 、

飢
饉
の
た
め
に
幕
府
か
ら
購
入
し
た
廻
米
代
（
⑯）

が
あ
る 。

(

21
)

 

主
の
隠
居
料
の
ほ
か 、

藩
主
妻
連
喜
•

姉
吉
・

妹
久
美
女
の
生
活
費 、

寺
社
・

年
六
月
に
在
府
し
て
い
た
た
め
で
あ
る 。

ま
た

こ
の
年
の
臨
時
支
出
と
し
て
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台
所」

(

27
)

 筆） 。

棒
線
は
筆
者
加

る
計一
七
八
回
（
朝
食
六
十
八
回
・

昼
食
五
十
九
回
・

夜
食
五
十
一

回）

の
通

慮
す
れ
ば 、

の
と
思
わ
れ
る 。

こ
こ
で 、

尚
丸
上
京
の
状
況
を
み

へ
の
元
服
の
挨
拶
の
た
め
上
京
し
た

(

26
)

 

の
で
あ
る 。

上
京
し
た
の
が
当
主
で

や
や
特
殊
な
事
例
で
は
あ
る
が 、

藩
主
参
勤
中
の
状
態
と
近
似
的

藩
邸
で
の
台
所
方
の
支
出
は
全
体
の
五
％
に
当
た
る 。

さ
ら
に
こ
の
「

東
京
御

の
出
費
の
内
訳
を
示
し
た
の
が
次
の
史
料
で
あ
る

明
治
三
年
庚
午
四
月
5
同
六
月
迄
東
京
御
台
所
諸
遣
方
勘
定
帳
目
安

表3 明治3年 尚丸上京の経費

一
、

銀
七
貫
八
百
六
拾
弐
匁
弐
分

ー

右
者
諸
勘
定
帳
壱
品
井

ー御
膳
図
別
帳
壱
品

一
、

同
拾
壱
貫
八
百
匁
弐
分

2
 

右
者
臨
時
方
右
同
断
帳
壱
品
井

2
 御

膳
図
別
帳
壱
品

御
膳
図
別
帳
弐
品

右
銀
高
帳
数
目
安
壱
品
二
而

悔
二
相
納
申
候 、

野
中
延
平
殿

中
野
愛
三
＠

こ
こ
に
示
さ
れ
た
四
冊
の
帳
簿
は
い
ず
れ
も
現
存
し 、

傍
線
部
1
に
は
「

東
京

諸
調
帳」
（
以
下
帳
簿
1
と
略
記） ‘

r
に
は
「

御
地
道
御
膳
図
整
帳」

r) 、

2
に
は「
東
京
御
台
所
諸
御
遣
方
勘
定
帳
目
安」
（
帳
簿
2) 、

か
に
は「
御

臨
時
御
膳
図
井
諸
拝
領
整
帳」
（
帳
簿
り）

か
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る 。
「

御

膳
図」

二
冊
（
帳
簿
r
．

む）

は 、

尚
丸
が
東
京
に
到
着
し
た
四
月
十
日
夜
か

(

29
)

 

ら
六
月
二
十
六
日
昼
の
発
駕
ま
で
麻
布
上
屋
敷
の
台
所
方
が
担
当
し
た
食
事
の

内
容
の
記
録 、
「

諸
勘
定
帳」

二
冊

ど
に
関
す
る
諸
商
人
・

職
人
か
ら
の
代
金
請
取
書
の
綴
り
で
あ
る 。

帳
簿
r
に
は 、

在
京
中
の
尚
丸
の
食
事
ニ
ニ
九
回
の
う
ち 、

約
八
割
に
あ
た

帳
簿
1.
2)

は
こ
れ
に
要
し
た
食
品
な

尚
丸
の
上
京
か
ら
帰
国
ま
で
要
し
た
費
用
の
内
訳
は
表
3
の
通
り
で
あ
り

な
も
の
と
考
え
た
い 。

帳 簿 金額（単位：匁）

御在府司貨勘定帳
（進物、 衣裳、 土産物、 料紙ほか） 165269.9 

御在府御馬方勘定帳 9806.79 

御在府中野愛三買帳（台所方） 19662.4 

御上下御道中勘定帳 167871.77 

ムIコ 計 362610.86 

の
挨
拶
成
就
に
伴
う
饗
応
な
ど
を
考

註 「御在府司貨大目安」（佐賀県立図書館所蔵）より作成

お
け
る
商
人
・

職
人
の
変
化 、

元
服

帳
簿

は
な
い
点 、

短
期
滞
在 、

転
換
期
に

辛
未
四
月

三
年
四
月 、

世
子
尚
丸
が
明
治
天
皇

能
が
復
活
し
た 。

こ
う
し
た
中
で

院
の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
政
治
的
機

外

京
遷
都 、

藩
邸
の
下
付 、

東
京
衆
議

／
帳
数
弐
品

い
っ
た
ん
閉
鎖
さ
れ
た
も
の
の 、

東

合
銀
拾
九
貫
六
百
六
拾
弐
匁
四
分

明
治
元
年
(
-
八
六
八）

三
月
に
は

て
お
こ
う
（
表
2一 。

江
戸
藩
邸
は

ゆ
る
料
理
人
が
抱
え
ら
れ
て
い
た
も

(

25
)

 

選
T
之
レ
ニ
充
ル」

と
さ
れ

い
わ

以
上
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表 4 帳簿 2 ' 「御臨時御膳図井諸拝領整帳」 の概要

朝 昼 夕 夜 計

臨 時 の 食事 ゜ ゜ ゜ 4 4 

宴会 ゜ 2 2 ゜ 4 
臨

追加分 ・ 間 食 18 16 15 38 87 

時
外出弁当 1 1 ゜ ゜ 2 

外出 21 

公用 20 

下付 36 

来客 25 

1

2

 

註 本表の類型 は 、 内容か ら 執筆者が設定 し た 。

「拝領」 の 「外 出 」 先 は 、 溜池屋敷 （ 佐賀藩上屋敷か）

10件、 駒場原の 諸藩練兵見物 ・ 王子権現ほ か遊歩が 8 件、

参内 2 件、 菩提寺 l 件 と な っ て い る 。

こ
う
し
た
台
所
方
が 、

商
人
・

職
人
に
支
払
っ
た
材
料
代
等
の
請
取
書
を
綴

っ
た
も
の
が 、

帳
簿
1
.
2
「

諸
勘
定
帳」

付」）

か
ら
な
っ

て
い
る 。

食 、

外
出
の
弁
当）

と 、

家
臣
や
来
客
へ
の
「

拝
領」

分
の
献
立
で
あ
る

4
) 。
こ
の
う
ち
家
臣
の
拝
領
は 、

尚
丸
の
外
出
が
延
び
た
た
め
に
供
の
者
に
支

給
し
た
弁
当
（
表
4
「

外
出」） 、

公
用
人
な
ど
の
公
用
の
外
出
の
際
に
供
へ
支

(

30
}

 

給
し
た
弁
当（「
公
用」） 、
尚
丸
の
晩
酌．
宴
会
の
相
伴
や
勤
務
精
勤
の
褒
賞（「
下

で
あ
る 。

と
も
に
前
欠
な
い
し
後

（
表

一

方 、

帳
簿
り
は
「

御
臨
時」
（
尚
丸
の
臨
時
の
食
事 、

宴
会 、

追
加
分・
間

常
の
献
立
が
記
載
さ
れ
て
い
る 。

し
て
一

括
し
て
検
討
を
す
す
め
た
い 。

、
。し 欠

で
あ
る
が 、

前
者
に
つ
い
て
は
総
額
の
約
九
割
分
に
あ
た
る
請
取
書
三
十
一

通
が 、

後
者
に
つ
い
て
は
総
額
の
約
三
分
の
二
に
相
当
す
る
二
十
八
通
の
請
取

書
が
確
認
さ
れ
る 。

こ
れ
ら
は
中
野
愛
三
に
よ
っ
て
帳
面
に
仕
立
ら
れ 、

会
計

役
の
諸
石
小
平
次
と
八
戸
右
伝
太
の
確
認
の
上 、

公
議
人
成
島
新 、

公
用
人
永

(

32
)

 

田
雄
助
の
承
認
を
う
け
た 。

ち
な
み
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六）

の
蔵
方
部
の

規
定
で
は 、
「

江
戸
会
計
吏
貝
ョ
リ

銀
方
二
領
収
書
ヲ
送
致
ス
ル
ト
キ
ハ
其
分
目

簿
ヲ
副
ユ
ル
可
シ 。

而
シ
テ
江
戸
藩
邸
在
勤
者
ノ
執
政
・

用
人
・

大
目
付
．

勝

手
方
ノ
捺
印
ヲ
要
ス
可
シ 。

其
分
目
簿
ハ
証
書
二
副
へ
上
帳
ス
可
シ 。
」
と
さ
れ

て
お
り 、

さ
き
に
引
用
し
た
「

勘
定
帳
目
安」

や
帳
簿
l
.
2
も
同
様
の
性
格

か
よ
い
ち
ょ
う

を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

た
だ
し 、

商
人
へ
の
支
払
は
通
帳
で
一

括
し
て

済
ま
せ
る
の
が
一

般
的
と
考
え
ら
れ 、

個
別
に
請
取
書
で
支
払
い
を
行
っ
て
い

る
本
事
例
は 、

尚
丸
上
京
の
み
の
特
別
会
計
と
し
て
処
理
さ
れ
た
可
能
性
が
高

な
お 、

請
取
書
に
見
ら
れ
る
商
人
・

職
人
の
全
て
が 、

恒
常
的
に
鑑
札
を
与

え
ら
れ
て
藩
邸
に
出
入
り
す
る
者
と
断
定
は
で
き
な
い 。

ま
た 、

藩
の
料
理
人

が
臨
時
に
出
向
い
て
購
入
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る 。

し
か
し 、

本
稿
で
は
藩

の
台
所
方
と
取
引
関
係
を
持
っ
た
こ
と
を
ま
ず
重
視
し 、

出
入
商
人
・

職
人
と

二
、

当
主
嫡
子
尚
丸
の
食
生
活

で
は
帳
簿
r
・

ゲ
よ
り 、

台
所
方
が
担
当
し
た
尚
丸
の
食
生
活
を 、

の
食
事 、

2
臨
時
の
食
事 、

1
通
常

3
嗜
好
品
に
分
け
て
検
討
し
よ
う 。

実
際
の
献
立
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食
品
の
加
工
品
か
三
五
％
と
な
っ

て
い
る 。

料
理
に
用
い
ら
れ
た
食
品
は
四
八
一

件
で

一

回
の
食
事
で
用
い
ら
れ
る
食

本
事
例
で
は
朝
は
茶
粥
で 、

汁
は
昼
食
に
出
る
こ
と
が
多
い 。

事
で
飯
に
添
え
ら
れ
た
菜
・

汁
は 、

香
の
物
を
除
い
て
二
四
八
品
で
あ
る 。

表

5
に
は 、

飯
（
ま
た
は
茶
粥） 、

嗜
好
品
（
酒・
菓
子）

を
除
い
た
通
常
の
食
事

の
構
成
を
示
し
た 。

最
も
多
い
の
は
飯
・

一

菜
・

香
の
物
（
表
5
の
一

菜
＋
香 、

も
し
く
は
一

菜
＋
皿）

で
全
体
の
六
0
% 、

次
い
で
多
い
の
が
飯
・

一

汁
•

一

菜
・

香
の
物
（
一

汁
十
一

菜
＋
香 、

も
し
く
は
一

汁
十
一

菜
＋
皿）

一
五
％
を
占
め
て
い
る 。

前
者
は
朝
食
・

夜
食 、

後
者
は
昼
食
に
よ
く
み
ら
れ

る 。

幕
末
の
岡
部
藩
邸
で
は 、

大
体
朝
は
一

汁
一

菜 、

品
数
は 、

朝
食
が
ニ
・

五 、

昼
夜
は
一

菜
で
あ
る
が 、

昼
食
が
三
•

四 、

夜
食
が
ニ
・

ニ
と
な
っ

て
い
る

（
表
6) 。

岡
部
藩
の
場
合
は 、

朝
食
が
二 、

昼
食
・

夜
食
が
一
・

五
で
あ
り 、

本
事
例
の
方
が
食
品
数
は
や
や
多
い 。

食
品
の
種
類
は 、

II
そ
の
他
の
動
物
性
食
品
が
一

四
％ 、

I
魚
貝
類
が
二
八
％ 、

III
植
物
性
食
品
か
二
二
％ 、

IV
植
物
性

ま
ず 、

帳
簿
r
よ
り

通
常
の
食
事
の
内
容
を
み
て
い
こ
う 。

宜
行
っ

て
い
き
た
い 。

に
つ
い
て
は 、

論
文
末
の
付
表
1
に
サ
ン
プ
ル
と
し
て
五
月
の
最
初
の
一

週
間

分
を
示
し
た
の
で 、

御
参
照
頂
き
た
い 。

な
お 、

の
食
事）

冒
頭
で
ふ
れ
た
岡
部
藩
上
屋

敷
「

御
献
立
帖」

は 、

藩
主
と
そ
の
来
客
の
食
事
を
担
当
し
た
「

御
内
証
方」

の
記
録
で
あ
り 、

各
食
事
に
は 、

平
膳
（
通
常
の
食
事） 、

祝
膳 、

非
時
（
忌
日

の
区
別
か
記
さ
れ
て
い
る 。

よ
っ

て 、

本
事
例
と
の
比
較
検
討
も
適

通
常
の
食
事

一
七
八
回
の
食

で
全
体
の

表 5 通 常の食事の構成 （ 帳簿 I ' よ り 作成）

料 理 の 数 朝 昼 夜 合 計

香 の み 1 1 

皿 の み 1 1 

1 菜 ＋ 香 34 ， 2 1  6 4  

1 菜 十 皿 24 8 14  46 

1 菜 ＋ 香 ＋ 皿 1 1 

1 汁 ＋ 香 1 1 2 

1 汁 十 1 菜 ＋ 香 2 15  3 20 

l 汁 十 1 菜 ＋ 皿 6 2 8 

1 汁 ＋ 2 菜 1 2 3 

1 汁 ＋ 2 菜 ＋ 香 3 1 4 

1 汁 十 3 菜 ＋ 香 1 1 

2 菜 3 3 2 8 

2 菜 ＋ 香 2 4 6 1 2  

2 菜 ＋ 皿 1 5 6 

2 菜 ＋ 香 ＋ 皿 1 1 

食事の 回数の合計 68 59 51 1 78 

1
2
3
4
5

 

主
1-―-n

 
数字 は 回数 を 示す。
砂糖、 菓子、 酒 は 除 く 。
平 ・ 皿 ・ 向 ・ 鍋 な ど を 1 菜 と し た 。 た だ し 、 漬物の 皿 は 、 香 と 同様 「 ＋ 皿」 と し て 別 記 し た 。
干 白 魚 ・ 梅干 ・ 浅草の り は 、 便宜的 に 「 香」 と し て 計算 し た 。
朝 食の茶粥 は 飯 と し て 、 計算か ら は 除外 し た 。
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区 番 食 品 名方ロ

一塩鯛

鯛

焼塩鯛

潮煮鯛
1 

火取鯛

塩鯛

味噌煮鯛

焼小鯛

2 鰍

3 鮪

4 酢鮒

5 鮎

6 伊勢海老

7 車海老

I 
7 海老

8 す ず き

9 あ じ

10  い か

1 1  畑 白

12  白 魚

13 き す

14 い ざ し

15  塩焼福子

16 い さ き

17  ど じ ょ う

18  鯉

19  穴子

20 川 貝

21  し じ み 貝

動 物性食品合計

1 か つ お

2 花か つ お （鰹節）

II 3 王子

4 千 白 魚

その他の動物性食品合計

1 山 芋

2 せ り

3 冬 瓜

III 
4 芋の子

5 菜

6 く わ い

7 長芋

8 ごぽ う

旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

表 6 通 常 の 食事 に 用 い ら れ た 食品

嬰
昼 夜 メロ 割 参
食 食 計 メロ 考

区 番 食 品 名 朝 昼 夜 ／ ロ

蓼
参

号 食 食 食 計 考

， 4 13  2 7 9 わ ら び 3 3 0 6 

3 3 5 1 1  2 . 3  0 . 6  10  う ど 1 1 1 3 0 . 6  

3 5 8 1 7 1 1  し ょ う か 1 2 3 0 . 6  

4 3 7 1 . 5  1 2  根芋 1 2 3 0 . 6  3 . 5  

2 2 1 5 1 . 0  1 3  れ ん 2 2 0 . 4  

2 2 0 . 4  1 4  い ん げん 豆 2 1 3 0 . 6  1 9 

1 1 2 0 . 4  1 5  胡 瓜 1 1 2 0 . 4  1 . 1  

1 1 0 . 2  

1 ， 8 18  3 . 7  

16  落荷 2 2 0 . 4  
III 

ザ千1 7  1 1 0 . 2  

4 5 6 1 5  3 . 1  1 8  茄 子 1 1 0 . 2  1 . 1  

1 1 2 0 . 4  19  竹 の 子 1 1 0 2 1 . 4  

1 2  2 14  2 . 9  0 . 6  20 東 瓜 1 1 0 . 2  

1 2 3 0 . 6  2 1  ふ き 1 1 0 . 2  

3 1 4 0 . 8  5 . 9  22 じ ゅ ん さ い 1 1 0 . 2  

1 1 0 . 2  23  ね ぎ 1 1 0 . 2  

3 3 0 . 6  植物性食品合計 36 45 27 1 08 22 . 5  

2 1 3 0 . 6  0 . 6  1 黒豆 49 1 3 53 1 1 . 0  4 . 0  

2 1 3 0 6 2 生豆腐 10  7 3 20 4 . 2  

1 2 3 0 . 6  3 焼豆腐 1 1 0 . 2  1 . 1  

2 2 0 4 4 豆腐 1 2 3 0 . 6  4 9 

1 1 0 . 2  5 椎茸 5 4 9 1 .  9 0 4 

1 1 0 2 6 若布 3 2 2 7 1 . 5  3 . 5  

1 1 0 2 7 浅草の り 5 1 6 1 . 2  

1 1 0 2 8 初霜昆布 1 2 2 5 1 . 0  2 . 5  

1 3 4 0 8 9 水前寺の り 1 1 0 . 2  

1 1 2 0 . 4  1 0  
IV 

か じ め 1 2 3 0 . 6  

1 1 0 . 2  1 1  魅 3 3 0 . 6  

2 1 3 0 6 12  餅魅 2 1 3 0 . 6  

1 1 0 . 2  13  こ ん に ゃ 〈 1 1 0 . 2  4 2 

1 3  74  48  1 35 28 . 0  1 4  氷 こ ん に ゃ く 1 1 0 . 2 1 7 

1 0  24 5 39 8 . 1  

4 4 0 . 8  

6 5 1 0  2 1  4 4 1 1  

2 1 1 4 0 . 8  

22 30  1 6  68 1 4 .  I 

7 ， 3 19  4 . 0  

10  2 12  2 . 5  

8 3 1 1 2  2 . 5  

5 3 1 9 1 .  9 

1 5 3 9 1 .  9 

5 4 9 1 .  9 3 . 5  

4 1 1 6 1 . 2  2 . 9  

2 2 4 0 . 8  4 . 6  
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1 5  沢庵 15 1 7  7 3 9  8 . 1  

1 6  き ゅ う り 漬 3 5 1 9 1 .  9 

1 7  茄子漬 1 2 1 4 0 . 8  

1 8  菜 漬 1 1 0 2 

19 梅干 1 1 0 . 2  

植物性食品加工品ほか合計 96 5 1  23 1 70 35 . 3  

総 計 1 67 200  1 1 4 48 1 I OQ 

1 回 あ た り の食品数 2 . 5  3 . 4  2 . 2  2 . 7  
（総計／食事の 回 数）

註 l 帳洒l ' よ り 作成

2 食 品 の 区分は 宮腰松子論文 を 参考に し た 。

3 割合の項に は 、 食品全体に 占 め る 割合 を パー セ ン ト で示

し た （ 「合計」 ／ 「総計」 X lOO) 。 ま た 、 参考 は 岡部藩邸 で 4 月

~ 6 月 に 用 い ら れ た 食品全体に 占 め る 割合であ る 。



岩淵 令治

摺
り
流
し
・

淡
雪
玉
子
四
回、

生
玉
子
二
品
と
な
っ
て
い
る。

I
動
物
性
食
品
は
全
て
魚
貝
類
で
あ
り、

二
十
一

種
が
確
認
さ
れ
る。

伊
勢

海
老
や
鯛、

鮪
な
ど
高
級
品
が
目
に
つ
く。

最
も
多
く
利
用
さ
れ
た
の
は
鯛
で

あ
り、

食
品
全
体
の
一

0
％
を
占
め
て
い
る。

汁
・

菜
二
四
八
品
の
う
ち
四
十

九
品
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら、

五
品
に
一

品
は
鯛
が
出
て
い
た
勘
定
に
な
る。

こ
ち

こ
れ
に
続
い
て、

鰍、

飽、

鮎
の
利
用
が
多
い。

岡
部
藩
邸
で
は
四
十
種
の
魚

貝
類
が
確
認
さ
れ
る
が、

四
ー
六
月
の
食
事
で
用
い
ら
れ
た
の
は
十
六
種
で
あ

り、

車
海
老
が
圧
倒
的
に
多
く、

以
下、

II
魚
貝
類
以
外
の
動
物
性
食
品
で
は、

二
十
一

回
で
高
い
頻
度
を
示
し
て
い
る。

玉
子
三
回、

一

方、

類、

せ
り
・

菜
と
い
っ
た
菜
類、

貝、

う
な
ぎ、

ま
ぐ
ろ、

さ
わ
ら、

鯛、

あ
じ、

鮎
の
順
と
な
っ
て
い
る。

本
事
例
に
お
け
る
鯛
や
飽
の
多
さ
は、

元
服
の
挨
拶
の
た
め
の
上
京
と
い
う
特
殊
性
に
起
因
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う。

玉
子、

鰹
節、

干
白
魚
が
あ
る。

鰹

節
は、

大
半
が
汁
の
だ
し
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る。

ま
た、

玉
子
の
利
用
は

ち
な
み
に
玉
子
の
流
通
は
十
八
世
紀

中
ご
ろ
よ
り
盛
ん
と
な
り、

武
家
を
中
心
に
特
に
文
政
以
降
に
消
費
が
増
加
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。

ま
た、

岡
部
藩
邸
で
は、

酒
の
肴
と
し
て
王
子

を
追
加
注
文
（「
別
段
御
好」）

し
て
お
り、

春
・

夏
・

秋
に
は
一

ヶ
月
に
二
十

回
以
上
も
料
理
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る。

よ
っ
て、

本
事
例
に
み

る
玉
子
の
利
用
の
高
さ
は
例
外
的
な
も
の
で
は
な
い。

な
お
調
理
方
法
は、

焼

玉
子
と
ぢ
十
一

回（
向
一
、

平
九、

鍋
一
）、

茶
碗
蒸
一

回、

汁
の

III
植
物
性
食
品
は
二
十
三
種
が
確
認
さ
れ
る。

主
に
山
芋
・

長
芋
・

根
芋
·

く
わ
い
・
ご
ぼ
う
と
い
っ
た
根
菜
類
の
ほ
か、

冬
瓜
・

胡
瓜
な
ど
の
瓜

わ
ら
び
・

う
ど
・
じ
ゅ
ん
さ
い
な
ど
の
山
菜

類
が
み
ら
れ
る。

岡
部
藩
邸
と
構
成
は
似
て
い
る
が、

同
藩
で
通
年
最
多
の
大

簿
2

が、

通
常
の
食
事
も
食
品
自
体
は

こ
う
し
た
祝
膳
と
さ
ほ
ど
差
が
な
か
っ
た

IV
植
物
性
食
品
の
加
工
品
は
十
九
種
が
確
認
さ
れ
る
が、

庵
が
目
立
つ。

墨
豆
は、

朝
食
の
茶
粥
の
具
と
し
て
か
な
り
の
頻
度
で
登
場
し

て
い
る。

ま
た
豆
腐
は、

生
豆
腐
が
汁
の
具
で
六
回、

平
で
付
け
合
わ
せ
と
し

て
十
四
回、

焼
豆
腐
が
平
な
ど
で
付
け
合
わ
せ
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る。

臨
時
の
食
事

次
に、

帳
簿
り
「
臨
時
方」

に
記
さ
れ
た
祝
宴、

尚
丸
の
臨
時
の
食
事
と
追

加
分
の
食
事
内
容
を
検
討
し
よ
う。

ま
ず、

祝
宴
の
内
容
を
示
し
た
も
の
が
表
7
で
あ
る。

構
成
は
二
汁
四
菜
か

ら
八
菜
と、

当
然
の
こ
と
な
が
ら、

て
格
段
に
贅
沢
で
あ
る。

黒
豆、

豆
腐、

沢

皿
数、

食
品
数
と
も
通
常
の
食
事
に
比
し

ち
な
み
に
岡
部
藩
邸
の
祝
膳
は
二
汁
を
基
本
と
し、

菜
に
つ
い
て
は
三
つ
の
段
階
が
あ
る
が、

こ
の
う
ち
本
事
例
の
祝
膳
は
正
月
三

(

36
)
 

ケ
日
な
ど
皿
数
の
多
い
段
階
に
相
当
し
て
い
る。

約
二
十
種
類
の
食
品
の
ほ
と
ん
ど
か
通
常
の
食
事
で
確
認
で
き
る
点
で
あ
る。

魚
類
の
鮮
度
な
ど、

食
品
の
状
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る。

つ
づ
い
て
尚
丸
の
臨
時
の
食
事
四
回
・

追
加
分
八
十
七
回
の
う
ち、

嗜
好
品

（
酒・
菓
子）

以
外
の
食
品
を
み
よ
う
（
表
8
)。

追
加
分
は、

酒
の
肴
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
多
く、

特
に
魚
貝
類
の
頻
度
が
高
い。

中
で
も
高
級
品
の
鯛
・
飽、

お
よ
び
鮎
が
目
立
つ。
な
お
植
物
性
食
品
の
う
ち
胡
瓜
は
初
物
で
あ
っ
た
が
（
帳

こ
れ
は
尚
丸
が
愛
玩
し
た
「
松
虫」

の
「
餌
食」

で
あ
っ
た。

）
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

2
 

根
は
本
事
例
で
は
み
ら
れ
な
い。
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1 日 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職人

表 8 「 臨 時 方」 で用 い ら
れ た 食 品 （ 尚 丸 の
食事分の み ）

品 目 総 計

鯛 1 

焼鯛 1 

I 潮煮鯛 4 
動

物
塩 コ チ 1 

性 飽 ， 

食 鮎 8 

品 伊勢海老 1 

ど じ ょ う 1 ，
魚
ー、

鯉 1 
貝

酢 貝 1 
甕 塩貝 3 

鰻 2 

刺 身 5 ( 4 ) 

I I  鰹 2 動
物 王子 3 性
食 豚鍋 2 ( 2 ) 品

III 
せ り 1 

悶 し ょ う が 2 
性 胡 瓜 2 食
品 びわ 1 

IV 浅草海苔 1 

物 魅 1 
性
食 椎茸 1 
品

木 の 子 1 

品 蕎麦 1 ( 1 ) 

う ど ん 1 

合 計 57 

1
2

 

註 帳簿 2 ' よ り 作成
数字 は 登 場 回 数 を 示
す。 （ ） 内 は そ の う
ち の請負分

表 7 祝宴 に お け る 藩主 の 食事

月 日 内 容
4 . 10 夜 く到着祝〉

蛉 （ 作 り 酢鯛 ・ 大根 ・ 赤の り ） 、 汁 （ 山 芋 ・ 鰹） 、 香、 煮物 （ 火 取鯛 ・ 山
芋 ・ 初霜昆布 ・ 巾椎茸 · 菜） 、 飯 、 焼物 （小鯛 ・ 色付） 、 菓子上干50匁、
吸物 （ 味噌 ・ 鯛 ・ ひ れ） 、 銚子 5 合、 取肴 （ 削節 ・ 坪塩） 、 口 取 （蒲鉾 ．
鮪 ・ 巾 椎茸 ・ 山 芋 ・ 氷昆若） 、 刺 身 （作 り 酢鯛 ・ 大根 ・ 赤 の り ） 、 蟻燭 l
丁

5 . 03 夜 く鶴 田 礼作帰藩 に つ き 、 成 富新 ・ 永 田 雄平 ・ 家従方へ も 拝領〉
ロ 取 （ 吉 田 屋請負 ） 、 煮肴 （請負 ） 、 刺 身 （請負 ） 、 銚子 2 升

5 . 22 昼 く初参内が首尾 よ く 済 ん だ祝い 〉
鮪 （鯛 ・ 大根 ・ 赤の り ） 、 汁 （大根 ・ 鰹） 、 香、 坪 （葛 懸細切鯛 ・ 山 芋 ・
花魅） 、 飯、 煮物 （ 火取鯛 ・ 山 芋 ・ 大椎茸） 、 焼物 （小鯛 · 色付） 、 菜子上
千50匁、 湯、 吸物 （ 味噌 ・ 鯛 ・ ひ れ） 、 銚子 1 升、 取肴 （鰹 ・ 坪塩） 、 平
煮染 （飽 ・ 牛房） 、 皿刺 身 （鯛 • 生姜す）

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

夜 続 き
吸物 （鯛 · 苓荷） 、 銚子、 口 取 （吉 田 屋請 負 ） 、 鉢肴 （吉 田 屋請 負 ） 、 刺 身

（酢飽） 、 茶漬、 平 （一塩鯛 ・ 水茸） 、 汁 （水前寺の り ・ 鰹） 、 香、 飯、 蒸
菓子20 ツ

6 . 26 昼 く 四 つ 時発駕祝＞
鯰 （作 り す鰍 ・ 冬 瓜 ・ 赤の り ） 、 汁 （東 瓜 ・ 鰹） 、 香、 煮物 （一塩鰍 • 初
霜昆布） 、 飯 、 焼物 （小鯛 ・ 色付） 、 菓子 （上干50匁） 、 湯、 吸物 （鯛 · ひ
れ） 、 銚子 3 合、 平 に ／ （飽 ・ 山 芋） 、 皿刺 身 （鯛 ・ 作 り 酢） 、 取肴 （ 削 節 ・

坪塩）

こ
う
し
た
藩
邸
で
の
仕
出
料
理
の
注
文
は 、

特
殊
な
も
の
で
は
な
い 。

例
え

ば 、

八
百
善
で
は
江
戸
城
大
奥
の
ほ
か 、

文
政
期
に
は
水
戸
家 、

天
保
期
に
は

(

38
)

 

彦
根
藩
井
伊
家
の
出
入
を
許
さ
れ
た
と
い
う 。

ま
た
尚
部
藩
邸
で
も 、

近
辺
の

(

39
)

 

料
理
屋
梅
本
に
仕
出
料
理
を
一

年
間
に
十
回
注
文
し
て
い
る 。

こ
の
注
文
の
内

容
は 、

藩
主
の
酒
の
肴
と
し
て
の
追
加
料
理
の
注
文
（「
別
段
御
好」）

五
回 、

祝
膳
一

回 、

非
事一

回 、

来
客
二
回 、

供
人
一

回
と
ほ
ぼ
本
事
例
と
同
様
の
傾

向
を
示
し
て
い
る 。

本
事
例
の
方
が
頻
度
は
高
い
か 、

少
な
く
と
も
幕
末
期
に

は 、

大
名
藩
邸
の
台
所
で
は
近
辺
料
理
屋
へ
仕
出
料
理
を
注
文
す
る
こ
と
は
一

般
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

の
注
文
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う 。

理
屋
の
仕
出
で
あ
る 。

料
理
屋
の
請
負
に
つ
い
て
は 、

鍋
．

刺
身）

例 、

家
臣
へ
の
下
付
が
五
例 、

宴
会
が
二
例 、

来
客
の
た
め
の
注
文
が
四
例 、

と
な
っ
て
い
る 。

た
だ
し 、

最
も
重
要
な
着
府
・

発
駕
の
宴
会
で
は
仕
出
料
理

を
用
い
て
お
ら
ず 、

ま
た
初
参
内
成
就
の
宴
会
で
も 、

後
の
追
加
注
文
で
あ
る 。

仕
出
は
尚
丸
の
晩
酌 、

正
式
な
料
理
が
終
っ
た

お
よ
び
来
客
や
大
量
の
弁
当

の
ほ
か 、

外
出
の
際
の
尚
丸
の
弁
当
が
一

例 、

家
臣
の
弁
当
が

こ
の
夕
食
の
追
加
（
豚

特
に
目
を
引
く
の
は
請
負
分
と
し
て

）

で
示
し
た
蕎
麦
屋 、

お
よ
び
料
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の
「
御
手
元」

で
あ
る。

特
殊
な
も
の
と
し
て
は、

牛
乳
に
添
え
ら
れ
た
例
が
一
例
確
認
さ
れ

と、

尚
丸
自
身
の
摂
取
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る。

東
京
滞
在
中
の
約
ニ
ヶ
月
半
の

間、

尚
丸
が
菓
子
類
な
い
し
砂
糖
を
摂
取
し
た
日
数
は
四
十
六
日
に
の
ぼ
り、

三
日
に
二
日
は
甘
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
こ
と
に
な
る。

岡
部
藩
邸
で
は、

菓

る。一

方、

菓
子
類
の
摂
取
の
回
数
は
五
十
八
回
で
あ
り、

客
や
家
臣
へ
の
下
付

登
場
す
る。

へ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

菓
子
と
同
様
に
食
べ
ら
れ
た
よ
う

三
十
七
回
の
う
ち
半
数
は、
「
皿

黒
豆

最
後
に
帳
簿
r
．
ど
に
見
ら
れ
る
嗜
好
品、

検
討
し
よ
う。

ま
ず、

表
9
に
は、

飲
酒
の
回
数
を
示
し
た。

場
合、

3

嗜
好
品

酒
と
砂
糖
・
菓
子
類
に
つ
い
て

そ
の
多
く
は
臨
時
方
（
帳
簿

巴

に
属
し
て
い
る。

酒
は
「
御
銚
子」

と
「
諸
白
銚
子」

の
二
種
類
で
あ
り、

前
者
は
尚
丸
用、

後
者
は
家
臣
用
の
酒
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
「
御
銚
子」
の

一
回
あ
た
り
の
量
は
三
合
か
ら
五
合
で、

夜
食
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い。

ち
な
み
に
岡
部
藩
邸
で
も
酒
を
夜
食
に
付
け
る
こ
と
が
多
く、

注
文
は

―
ヶ
月
二
十
回
以
上
と
本
事
例
を
大
き
く
越
え
る。

本
事
例
で
酒
の
登
場
か
少

な
い
の
は、

尚
丸
の
年
齢
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か。

な
お、

シ
ャ
ン
パ
ン

の
飲
用
は、

時
期
を
反
映
し
た
特
殊
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

次
に
表
10
に
は、

同
じ
く
嗜
好
品
で
あ
る
砂
糖
・
菓
子
類
の
状
況
を
示
し
た。

砂
糖・
菓
子
類
は、

朝・
昼
が
目
立
ち、
「
臨
時
方」

で
の
摂
取
が
多
い。

砂
糖

(

40
)
 

は、
「
砂
糖」、
「
白
砂
糖」、
「
太
白
砂
糖」

の
三
種
類
の
表
記
で
帳
簿
r．
ど
に

砂
糖」
と
表
記
さ
れ
て

お
り、

料
理
用
と
考
え
ら
れ
る。

ま
た
残
る
半
数
は、

菓
子
な
ど
と
共
に
尚
丸

子
は
行
事
食
以
外
は、

女
中
や
藩
主
夫
人
ら
へ
の
下
付
に
限
ら
れ
て
お
り、

尚

丸
の
個
人
的
嗜
好
が
う
か
が
わ
れ
よ
う。

ま
た
菓
子
の
種
類
は、

岡
部
藩
邸
で

は、

羊
か
ん
・
巻
せ
ん
べ
い
・
千
鳥
せ
ん
べ
い
・
餅
菓
子
・
干
菓
子
・
そ
ば
万

頭
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し、

本
事
例
で
は
十
五
種
類
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
で
い
る。

な
お、

下
付
で
用
い
ら
れ
る
菓
子
の
大
半
は
上
干
菓
子
で
あ
っ
た。

以
上、

本
節
で
は、

尚
丸
の
食
生
活
に
つ
い
て
検
討
し
た。

通
常
の
食
事
は

皿
数
は
少
な
い
も
の
の、

用
い
ら
れ
て
い
る
食
品
は
当
時
と
し
て
は
贅
沢
な
も

の
で
あ
っ
た。

祝
宴
の
食
品
数
は
豊
富
で
あ
る
が、

食
品
の
面
で
は
む
し
ろ
日

常
の
食
事
も
大
差
は
な
い。
従
っ
て、
本
事
例
に
お
い
て
は
通
常
の
食
事
は「
質

素」

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

ま
た
一
七
八
回
の
食
事
の
う
ち、

約
半
数
に

つ
い
て
は、

嗜
好
品
と
し
て
の
酒、

菓
子
・
砂
糖、

見
ら
れ、

菓
子
の
頻
度
が
高
い
こ
と、

お
よ
び
酒
の
肴
の
追
加
が

酒
の
肴
と
し
て
の
追
加
料
理
は
自
邸
の

台
所
の
料
理
の
み
な
ら
ず
料
理
屋
の
仕
出
が
利
用
さ
れ
た
こ
と、

て、

1
天
ぷ
ら
や
寿
司、

田
楽
と
い
っ
た
流
行
食
は
用
い
ら
れ
ず、

あ
く
ま
で

式
法
に
の
っ
と
っ
た
料
理
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と、

少
な
い
が、

玉
子
や
魚
類
を
は
ぼ
毎
日
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら、

当
時
と
し

て
は
か
な
り
贅
沢
な
食
事
で
あ
っ
た
こ
と、

を
指
摘
し
て
い
る。

基
本
的
に
は、

本
事
例
も
こ
の
岡
部
藩
の
分
析
結
果
と
合
致
す
る。

よ
っ
て、

が
判
明
し
た。

2
一

食
の
食
品
数
は

た
だ
し
食
品
に
関
し
て
は、

ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
な
が
ら
特
に
魚
類
や
嗜
好
品
に
お
い
て
顕
著
な
違
い
が
見

ら
れ
る。

当
主
の
年
齢
・
体
調
や
個
人
的
な
嗜
好、

さ
ら
に
領
地
の
食
生
活
に

ど
の
程
度
食
品
が
選
択
さ
れ
て
い
た
の
か、

今
後
事
例
を
増
や
し
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

宮
腰
松
子
は
岡
部
藩
主
の
食
事
よ
り、

大
名
の
日
常
食
の
献
立
の
特
徴
と
し
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表 9 飲酒の 回 数 （帳簿 1 ' · 2 ' よ り 作成）

品 目 朝 昼 夜 下 付 合 計

2 合 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 )  

3 合 1 ( 1 )  4 ( 1 ) 1 7  ( 16 )  22  ( 18 )  

御 5 合 5 ( 4) 1 1  ( 10 )  16  ( 14 )  

6 合 3 ( 3) 3 ( 3 )  

8 合 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

1 升 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 )  

銚 1 升 3 合 2 ( 2) 2 ( 2 ) 

3 升 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

5 升 1 ( 1 ) 1 ( 1 )  

量不明 2 ( 1 ) 7 ( 5) 9 ( 6 )  

子 有合 1 ( 1 ) 5 ( 4) 4 ( 4) 1 0 ( 9 )  

到 来 2 ( 0) 3 ( 0) 5 ( O )  

銚子合計 3 ( 3) 1 5 ( 8) 50 (42) 6 ( 6) 74 (59 )  

5 合 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

1 升 4 ( 4) 4 ( 4) 

諸 2 升 3 ( 3) 3 ( 3) 

4 升 2 ( 2) 2 ( 2 ) 

白 7 升 2 ( 2) 2 ( 2 ) 

景不明 3 ( 3) 3 ( 3) 

諸 白 合計 15 ( 15) 15 ( 15 ) 

し ゃ ん ばん 1 瓶 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

ぶ ど う 酒 1 升 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

椴ぷ 計 3 ( 3) 1 6  ( 9) 50 (42) 22 (22)  91 (76) 

註 1

2 

数字は 合計回数 を 、 （ ） 内 の 数字 は 、 帳滞 2 ' 「臨時方」 に 記 さ れて い た

分 を 示す。
「有合」 は 、 前 回 の 残 り を 飲ん だ 回 を 指す。

な
お
両
帳
の
全
容
は 、

本
稿
末
の
付
表
3
に
示
し
た 。

三 、

出
入
商
人
・

職
人

出
入
商
人
・

職
人
の
概
要

で
は 、
「

御
台
所」

に
宛
て
て
出
さ
れ
た
請
取
書
の
綴
り

（
帳
簿
ー．
2）

ら 、

か

こ
う
し
た
食
生
活
を
支
え
た
出
入
商
人
・

職
人
の
様
相
を
見
て
い
こ
う 。

表1 0 砂糖 ・ 菓子類の摂取 （帳簿 1 ' · 2 ' よ り 作成）

品 目 朝 昼 夜 下 付 合 計

砂糖 （ 料理用） 5 ( 0 ) 1 ( 0 ) 6 ( 0 )  

砂） 砂糖 8 ( 8) 1 ( 1 ) 9 ( 9 )  

白 砂糖 （料理用） 5 ( 1 ) 1 ( 0)  1 ( O) 1 ( 1 ) 8 ( 2 ) 

太 白 砂糖 （料理用） 1 ( 0) 4 ( 4) 5 ( 4) 

糖 太 白 砂糖 5 ( 5) 2 ( 1 ) 3 ( 3) 10 ( 9) 

ノJ ヽ 計 23 ( 14)  5 ( 2) 9 ( 7) 1 ( 1 ) 38 (24)  

白 せ ん べ い 3 ( 2) 1 ( 1 ) 4 ( 3) 

巻せ ん べ い 3 ( 3) 3 ( 3) 6 ( 6) 

有明巻 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 3 ( 3 )  

有 明 巻せ ん べ い 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

菓 朝 日 せ ん べ い 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

杉 田せ ん べ い 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

唐草せ ん べ い 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

丸 は う ろ 1 ( 0) 1 ( O) 

粕 て い ら 1 ( O) 1 ( 1 ) 2 ( 1 ) 

金平糖 1 ( O) 1 ( O) 

百 夜 香 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

子 上干菜子 2 ( 2) 2 ( 2) 1 ( 1 )  2 1  ( 2 1 )  26 (26)  

蒸菓子 3 ( 3)  2 ( 2) 2 ( 1 ) 7 ( 6) 

葛餅 2 ( 2) 2 ( 2) 

と こ ろ て ん 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

小 計 • 1 0  ( 1 0 )  1 7  ( 1 3 )  9 ( 8) 22 (22)  58 (53)  

メロ 計 33 (24)  22  ( 1 5) 18 ( 15 )  23 (23)  96 (77)  

註 数字は合計回数 を 示 し 、 （
さ れ て い た 分 を 示す。

） 内 の 数字 は 、 こ の う ち 帳簿 2 ' 「臨時方」 に 記

ま
ず 、

出
入
商
人
・

職
人
以
外
か
ら
食
品
か
も
た
ら
さ
れ
る
ケ
ー

ス 、

品
（「
御
到
来
物」）

贈
答

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
こ
う 。

表
11
に
は
そ
の
内
訳

を
示
し
た
が 、

鯛
か
半
数
を
し
め 、

次
い
で
飽
四
品
と
な
っ
て
い
る 。

通
常
の

食
事
に
用
い
ら
れ
た
食
品
四
七
六
品
（
表
6) 、

追
加
の
食
事
の
五
十
七
品
（
表

8
) 、

祝
宴
の
七
十
品
（
表
7) 、

計
約
六
百
品
の
う
ち 、

贈
答
品
は
七
％
に
あ

た
る
四
1
二
品
に
す
ぎ
な
い 。

ま
た 、

家
中
へ
の
下
付
で
も
八
品
し
か
確
認
で
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理
屋
が
出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
る 。

り 、

麻
布
宮
下
町 、

西
久
保 、

麹
町 、

浜
松
町 、

芝 、

麻
布
永
坂
町 、

麻
布
と

18
豆
腐
屋 、

19
塗
師 、

20
桶
屋） 、

3
魚
屋 、

4
.
5

八
百
屋 、

6
酒
屋 、

7
米
・

雑
穀 、

8
.
9

炭
薪
仲
買 、

10

は
通
常
の
食
事
で
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た 。

商
人
・

職
人
計
二
十――一
人
を
示
し
た 。

人
ず
つ
で
あ
り 、

特
定
の
商
人
・

職
人

株
を
所
持
し
な
い
商
人・
職
人
と
思
わ
れ
る 。

彼
ら
は 、

A
仲
買・
小
売
(
2.

油 、

11
道
具 、

12
紙） 、
B
商
品
を
自
ら
生
産
す
る
職
人(
13 |

16
菓
子
屋 、

17.

c
料
理
屋
(
20 |

23)

に
大
別
で
き
よ
う 。

ま
た 、

請
取
書
の
印
鑑
や
番
付
類
よ
り
居
所
が
確
定
で
き
る
の
は
八
人
で
あ

い
ず
れ
も
屋
敷
の
近
辺
に
居
住
し
て
い
た
（
図
1) 。

な
お 、

同
時
期
の
台
所
方

以
外
の
出
入
商
人
も 、

納
戸
方
の
呉
服
屋
の
岩
城
枡
屋
（
麹
町）

居
住
し
て
い
紅゜

な
ど
近
辺
に

こ
の
よ
う
に 、

台
所
方
に
は
主
に
近
辺
の
特
定
の
仲
買
・

小
売 、

職
人 、

料

次
に
彼
ら
が
藩
邸
に
納
め
た
こ
れ
ら
の
商
品
か
ら 、

彼
ら
の
経
営
形
態
を
検

討
し
て
み
よ
う 。

論
文
末
の
付
表
2
は 、

彼
ら
が
藩
に
出
し
た
請
取
書
に
記
載

1
堺
屋
弥
兵
衛
・
2
魚
屋
清
兵
衛
の
二
名
の
請
取
書
か

確
認
さ
れ
る
が 、

堺
屋
の
も
の
が
大
半
を
占
め
る 。

堺
屋
は 、

「
進
物
方」
で
も

鯛
を
納
め
る
な
ど 、

出
入
関
係
は
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る 。

芝
金
杉
に
は
魚
市

場
が
あ
り（
図
1) 、

彼
ら
は
こ
の
市
場
に
か
か
わ
っ
て
営
業
し
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
が 、

問
屋
株
所
持
者
の
中
に
は
両
名
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
か
ら 、

仲
買
の
可
能
性
が
高
い 。

半
身」
（
付
表
3

目
で
は 、

鯛 、

鮎 、

鰍 、

飽
が
目
立
つ 。

前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に 、

鯛
・

飽

ま
た 、

鮮
魚
以
外
に
剌
身
の
ツ
マ
に
用
い
ら
れ
る
水
前
寺
海
苔
や 、

蒲
鉾
．

む
き
身
・

鰹
節
と
い
っ
た
加
工
品
も
確
認
で
き
る 。

特
に
注
目
し
た
い
の
は 、

玉
子
が
堺
屋
の
請
取
書
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る 。

市
中
の
玉
子
の
流
通
は 、

(

42
)
 

幕
府
へ
の
上
納
を
テ
コ
に
玉
子
問
屋
が
独
占
し
て
お
り 、

幕
府
崩
壊
直
後
の
当

該
期
に
あ
っ
て
も
そ
の
流
通
機
構
は
一

定
度
持
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。

堺

(

43
)

 

屋
は
藩
側
の
注
文
に
応
じ
て
問
屋
よ
り

玉
子
を
入
荷
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う 。

八
百
屋
に
つ
い
て
は 、

4
八
百
屋
磯
右
衛
門
と
5

丹
波
屋
徳
兵
衛
か
確
認
さ

れ
る
が 、

納
品
の
大
半
は
前
者
か
行
っ
て
い
る 。

品
目
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
流

通
組
織
を
持
つ
土
物・
青
物
・

水
菓
子
（
枇
把） 、

特
化
さ
れ
た
個
別
の
品
種
に

鯛 7 酢 貝 1 

潮煮鯛 ， 鯉 3 
一 塩鯛 4 斜桁子 3 

味咀潰鯛 2 穴 子 1 

塩鯛 1 あ じ 1 

焼鯛 1 玉子 1 

鮒 3 竹 の 子 1 

酢飽 1 伊勢海老 1 

塩 貝 2 木 の 子 1 

問
屋
名
前
帳』

で
確
認
で
き
ず 、

問
屋

2
2
4
0
1)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
さ
は
ど
多
く
な
い 。

品

1
鍋
釜
問
屋
釜
屋
以
外
の
者
は
『

諸

一
日
の
取
引
は 、

台
所
方
に
限
れ
ば

「
鯛

戸
方
の
進
物
御
用
も
受
け
て
い
る 。

表 1 1

が
う
か
が
え
る 。

こ
の
う
ち
三
人
は
納

が
台
所
方
と
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と

「御到 来物 」 一 覧

帳簿 1 ' · 2 ' よ り 作成。 数字 は 回数 を 示す 。

各
職
種
に
つ
き
商
人
・

職
人
は
ほ
ぼ

魚
屋
に
つ
い
て
は

A
仲
買
・

小
売

表
12

ー

2
1

12

表
12
に
は 、

請
取
書
を
差
し
出
し
た

さ
れ
た
商
品
を 、

品
目
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る 。

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。

は 、

出
入
商
人
・

職
人
を
通
じ
て
入
手

き
な
い 。

し
た
が
っ

て 、

食
品
の
大
半

2

商
品
の
内
容
と
経
営
形
態
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

表 1 2 出 入商人 ・ 職人の概要

No. 商 人 商 品 の 概 要 総（銀
額
） 総（金

額
） 総（銭

額
） 番 号 居 所

l 釜屋権兵衛 深川 無 じ 釜 （御地道御 21  45 12700 「浜松町 1 丁 目 鍋釜
台 所釜） 問屋」 ●権右衛門

2 堺屋弥兵衛 鮮魚 玉子 3645 . 47 10100 、 10700、 ＊ 
1 1 500、 20500、
2 1 100 、 2 1800、
22000 

3 魚屋清兵衛 鮮魚 鯛刺 身 1 . 0 . 2  350 22400 

4 八百屋磯右衛門 野菜 土物 ・ 青物、 水 1 157 . 79 10200、 1 0300、
物 ・ 椎茸 • 長芋 坪塩 ・ 10900、 1 1400、
箸 ほ か 20400、 21000

5 丹波屋徳兵衛 野菜 （ ね ぎ ほ か ） 672 21400  

6 万屋庄兵衛 酒、 替 油 、 酢 ほ か 1533 . 55 10600、 1 1 100、
1 1200、 20100、
20700、 2 1 700、
22100 

7 万屋伝七 布 （掃除、 ふ き ん用 ） 1850 . 29 1 1 700、 12600、 * 0 番 組 人 宿 五 番
御膳米 大豆 （味噌用） 13000 組 · 六組飛脚問屋大芝

組 葺手町

8 近江屋金次郎 樫木槙、 雑木槙 （め し た 1 . 0 . 0  1 2 100  〇炭薪仲 買 六番組 麻
き 、 湯沸力� し 用 ） 布宮下町家主

9 栗 原林平 槙 （御飯焚用 ） 5 . 0 . 2  1 1800、 1 1900、
12300、 12400

10  山 本屋半兵衛 油 、 付木 22288 12900 印 は 「⑮小徳」 （小西屋徳
兵衛な ら 炭薪仲 買五番組
千駄ケ 谷町）

1 1  出 雲屋武兵衛 盃ほ か 93 . 00 22200 

1 2  紙屋惣七 紙 硯石、 筆 は か （役 81 . 60 10500、 12200、 ＊ ＊ （麹町区巷町4-9
場用） 21500 三浦惣七か）

13  壺屋忠三郎 菓子 （丸ぽ う る ほ か ） 4287 . 50 10400、 20300、 ●御菓子製所 西久保
20900、 2 1600 壺屋 出 羽橡藤原兼英

14 松葉屋藤兵衛 菓子 7 品 27 . 50 22600 

15 三州 屋善蔵 菓子 （干菓子） 1 . 0 . 0  22800 

16 三河屋政治 菓子 （千菜子） 0 . 2  0 22700 

17 松葉屋松吉 豆腐 （や き ） 2000 2 1300 

18 松葉屋銀次郎 豆腐 （や き 、 生） 7564 10800、 1 1 100、
1 1300、 20600、
2 1 900 

1 9  塗 師福松 平 ほ か 塗 り 直 し 58 . 50 1 1600 

20 桶 屋権兵衛 桶 （ あ ら い桶 、 肴 あ ら 93 . 30 0 . 0 . 1  36 12000 、 12500
い 桶 、 米 あ ら い 桶 ）

2 1  会友 （ナ ン キ ン 御料理） シ ャ ン パ ン 壱本代 3 . 0 . 2  22300 「芝三 島 町 中横町」
22 更科 蕎麦 0 . 1 . 0  22500 ● 御 前 信 州 蕎 麦 所

麻布長坂高 い な り ま へ
布屋太兵衛

23 吉 田 屋幸八 料理 （煮肴、 刺 身 、 ぷ 979 00 20200、 20800、 「麻布 よ し だや」 （「献
た 鍋 ほ か ） 21200 立競」 ）

註 1 Nnは 、 図 l と 対応。
2 番号は 、 請取書の 出 典 を 示す （付表 3 と 対応）
3 金額の単位 銀 ＝ 匁 金 ＝ 両 ・ 分 ・ 朱 銭 ＝ 文
4 居所の 出典 「 j ＝ 諸取書の印文 ● ＝ 『江戸 買物独案内J O = 『諸問屋名 前帳J * = 『東京商 人録』 ＊ ＝ 「進物方」

の請取書が確認で き る 者 （ 「 明 治三年午四 月 6 同六 月 迄 御進物方書出調帳」 （蓮池鍋島家文庵 347-34-3) 〉
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図 1 商 人 ・ 職人の分布 げ江戸復元 図 」 東京都、 1 989年 よ り 作成）

ロニ ＝ 大名 屋敷 [� ― ＝ 町 人地 rJJI/JJ ＝ 蓮 池藩上屋敷

註 1 No は 、 表12 と 対応
2 ⑬壼屋の居所は 、 『東京盛閣 図録』 （ 本文註50) の 記載 「 西久保八幡町」 に よ る 。
3 ⑬吉 田 屋 の 居所は 、 麻布 の ど こ か確定 で き な か っ た 。
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旧大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京の商人 ・ 職人

で
あ
ろ
う 。

ま
た
箸
は 、

弁
当 、

た
は
か 、

通
常
の
食
事
で
も
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る 。

酒
屋
(

6

)

は 、

よ
り
「

御
銚
子」

に
検
出
さ
れ
る
の
は

一

回

さ
れ
て
い
る 。

丸
ポ
ヲ
ル 、

カ
ス
テ
ラ
（
粕
庭
羅）

と
い
っ
た
菓
子
も
南
蛮
菓

18

)

が
あ
げ
ら
れ
る 。

B
職
人

（
表
12

1

認
1

20

）
う
し
た
通
常
の
食
事
で
の
利
用
も
反
映
し
て
い
る
の

形
は
三
回
に
す
ぎ
ず 、

黒
豆

坪
塩」

と
い

出
雲
屋
(

11

)

は 、

焼
物
を
扱
う
仲
買
・

小
売
と
思
わ
れ

こ
こ
で
は
藩
主

の
「

御
膳
図」

に
よ
れ
ば 、

宴
会
の
際
の
「

取
肴

削
節

坪
塩」

と
い
っ
た

な
お 、

て
入
荷
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う 。

万
屋
は
幕
末
の
『

諸
問
屋
名
前
帳』

で
は 、

人
宿
と
し
て
登
場
し
て
お
り 、

近

製
造
し
て
い
た
こ
と
か
う
か
が
わ
れ
る 。

ま
た

こ
う
し
た
米
・

雑
穀
の
は
か

茶、

葛、

応
じ
て
幕
府
へ
の
上
納
を
行
う
納
人
組
織
11

問
屋
仲
間
が
形
成
さ
れ
る
「

特
化

(

44
)
 

品
種」
（
椎
茸・
長
芋）

に
わ
た
っ
て
い
る 。

彼
ら
は 、

藩
邸
に
近
い
青
山
久
保

町
や
本
芝
四
丁
目
の
青
物
市
場
（
図
1

)

と
関
係
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が 、

魚

(

45
)
 

屋
と
同
様
に
問
屋
株
の
所
持
は
確
認
で
き
ず 、

入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

ま
た
扱
う
品
目
が 、

こ
ん
に
ゃ
く 、

水
仙
寺
海
苔 、

種
々
の
漬
物 、

狸
々
海
苔 、

昆
布 、

魅 、

玉
子 、

ど
じ
ょ
う 、

茶 、

さ
ら
に
箸
・

木
勺
子
と
い
っ
た
道
具
類 、

坪
塩
な
ど
の
調
味
料
に
及
ん
で
い
る

点
は
注
目
さ
れ
る 。

こ
れ
ら
は
魚
屋
の
玉
子
と
同
様
に 、

藩
側
の
注
文
に
応
じ

坪
塩
と
は
二
度
精
製
を
行
っ
た
上
質
の
塩
で
あ
り 、

従
来
は
儀
礼
や

宴
会
の
際
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
見
解
が
一

般
的
で
あ
っ
た 。

し
か
し 、

前
述

む
し
ろ
通
常
の
朝
食
の
「

茶
粥

(

46
)
 

う
形
が
三
十
六
回
を
数
え
る 。

藩
邸
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
焼
塩
壺
か
頻
繁

四
月
十
六
日
朝
の
駒
場
野
の
練
兵
見
学
の
際
の
伴
の

五
月―
―
十
二
日
昼
・

夜
に
行
わ
れ
た
初
参
内
成
就
の
宴
会
に
つ
け
ら
れ

ち
な
み
に
冒
頭
に

述
べ
た
広
島
藩
主
の
語
る
と
こ
ろ
で
は 、

藩
主
の
箸
は
杉
の
白
箸
で 、

(

47
)
 

回
と
り

捨
て
ら
れ
た
と
い
う 。

扱
っ
た
一

五
四
品
の
う
ち
八
十
六
品
が
酒
で
あ
り 、
「

諸
白」

の
方
が
高
価
と
な
っ
て
い
る 。

後
者
は 、

特
に
三
合
・

五
合

(

48
)
 

と
い
っ
た
少
量
で
の
購
入
が
目
立
つ 。

こ
の
価
格
差
は 、

前
節
で
述
べ
た
よ
う

に 、
「

諸
白
」

か
祝
宴
な
ど
で
の
藩
士
の
酒 、
「

御
銚
子」

が
藩
主
用
の
酒
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う 。

こ
の
は
か
に
ぶ
ど
う
酒
が
納
品
さ
れ
て
い
る 。

米
屋
（
7）

は 、

月
単
位
で
御
膳
米
を
納
め
る
は
か 、
「

御
味
噌
方」

の
米・

大
豆
を
納
め
て
い
る 。

味
噌
は
酒
屋
か
ら
製
品
を
買
う
と
と
も
に 、

邸
内
で
も

飯
蒸
用
な
ど
の
布
巾
・

雑
巾
の
調
達
も
行
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る 。

な
お 、

世
段
階
か
ら
米
商
売
を
行
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る 。

炭
薪
仲
買
(

8

.

9

)

は 、

飯
焚
用
・

湯
沸
し
用
の
槙
を 、

山
本
屋
(

10

)

は
役
場
の
有
明
行
灯
な
ど
の
油
を
付
木
・

灯
心
と
と
も
に
納
め
て
い
る 。

用
の
徳
利
の
は
か 、

下
賜
用
の
徳
利
・

盃
を
納
め
て
い
る 。

ま
た
紙
屋
(

12

)

は 、

紙
と
と
も
に
役
場
用
の
硯 、

筆 、

小
刀
を
調
達
し
て
い
る 。

台
所
方
で
は 、

(

49
)
 

紙
は
来
客
に
出
さ
れ
た
干
菓
子
の
水
引
に
も
用
い
ら
れ
た 。

B
で
食
品
に
か
か
わ
っ
た
者
と
し
て 、

菓
子
屋
（
認
ー

16

)、

菓
子
の
注
文
の
大
半
は
西
久
保
の
壺
屋
(

13

)

か
占
め
て
い
る 。

菓
子
の
種

類
で
目
立
つ
の
は 、

干
菓
子 、

有
平
巻 、

煎
餅
で
あ
り 、

豆
腐
屋
(

17

.

ま
た
白
砂
糖
も
納
品

子
と
し
て
十
八
世
紀
に
は
菓
子
屋
の
メ
ニ
ュ
ー

に
定
着
し
て
お
り 、

入
手
は
た

こ
れ
ら
の
商
品
を
問
屋
か
ら
仕

沢
庵
も
品
目
の
中
に
み
ら
れ
る 。

一

方 、

酒
以
外
で
は 、

醤
油 、

酢 、

み
そ 、

塩 、

白
砂
糖
と
い
っ
た
調
味
料
や
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c

料
理
屋

（
表
12
1
21
1
23

繕
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い。

や
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。

な
お、

壺
屋
は
近
世
中
期
に
元
飯
田
町
の
本
店
か

ら
分
れ
て
成
立
し
た
菓
子
屋
で
あ
る。

武
家
屋
敷
を
得
意
と
し
て
い
た
た
め、

維
新
後
に
町
菓
子
屋
に
な
る
の
を
き
ら
っ
て
い
っ
た
ん
廃
業
し
た
が、

得
意
で

(

50
)
 

あ
っ
た
勝
海
舟
の
説
得
で
再
び
営
業
を
再
開
し
た
と
い
う。

ち
な
み
に、

日
本

橋
本
石
町
と
上
野
山
下
に
店
舗
の
あ
っ
た
金
沢
三
右
衛
門
は、

御
用
を
勤
め
る
は
か、

水
戸
家、
一

橋
家、

福
井
藩、

薩
摩
藩、

加
賀
藩、

徳

島
藩、

松
江
藩、

仙
台
藩、

南
部
藩、

久
留
米
藩、

岡
山
藩、

広
島
藩、

姫
路

藩、

庄
内
藩、

高
松
藩、

松
山
藩、

岡
崎
藩、

上
野
寛
永
寺
等
の
御
用
を
勤
め、

(

51
)
 

鑑
札
を
与
え
ら
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
に
出
入
り
し
て
い
た。

壺
屋
も
金
沢
家

で
あ
ろ
う。

例
え
ば、

文
化
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て、

豊
後
臼
杵
藩
上
屋
敷（
図

1
)

の
奥
向
で
は、

本
事
例
と
同
様、

壺
屋
の
「

大
福
餅」
・
「

よ
う
か
ん」
・
「

白

う
ば
玉」
・
「
唐
煎
餅」
．
「

木
の
は
煎
餅」

な
ど
を
邸
内
や
外
出
先
で
嗜
好
品
と

し
て
消
費
し
て
い
た。

二
月
二
十
一

日）、

初
午
の
赤
飯
（
二
月）、

雛
節
句
の
菱
餅、

端
午
の
節
句
の

の
凶
事
の
見
舞
と
い
っ
た
贈
答
用
の
菓
子、

祝
膳
の
赤
飯
も
壺
屋
に
注
文
し
て

い
た
の
で
あ
る。

蓮
池
藩
で
も
日
常
の
嗜
好
の
み
な
ら
ず、

こ
う
し
た
年
中
行

(

52
)
 

事
や
贈
答
の
際
に
壺
屋
の
菓
子
を
用
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る。

こ
の
ほ
か、

柏
餅、

玄
猪
(
+
月）

の
祝
の
餅
と
い
っ
た
年
中
行
事
で
用
い
る
菓
子、

他
家

ヽ

さ
ら
に

迎
春
の
た
め
の
「

御
居
餅」

江
戸
城
本
丸
の

の
餅
つ
き
(
+

B
の
出
入
職
人
と
し
て
は
19
塗
師
・
20
桶
屋
が
確
認
さ
れ
る。

特
に
新
規
の
製
品
の
納
品
の
み
な
ら
ず、

塗
り
直
し、

金
紋
付、

輪
替
な
ど
修

と
同
様、

青
山
・

麻
布
・
芝
界
隈
の
武
家
屋
敷
と
出
入
関
係
を
結
ん
で
い
た
の

c

料
理
屋
(
21
1
23)

は、

前
章
で
検
討
し
た
仕
出
料
理
屋
で
あ
る。

22
更

科
そ
ば
の
布
屋
太
兵
衛
は、

寛
政
元
年
（
一
七
八
九）
あ
る
い
は
享
和
元
年
（
一

八
0
1

)

創
業
で、

三
田
稲
荷
の
前
に
店
を
構
え
て
い
た。

蜀
山
人
が
狂
歌
に

も
詠
ん
だ
よ
う
に、

当
時
食
通
の
間
で
は
評
判
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
り、

壺
屋

(

53
)
 

同
様、

同
店
の
顧
客
に
は、

大
名
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る。

以
上、

本
節
で
は、

商
品
の
検
討
か
ら、

①一

回
あ
た
り
の
商
品
の
購
入
は

小
規
模
で
あ
る
こ
と、

②
A
仲
買
・

小
売
商
人
の
扱
う
商
品
は
い
ず
れ
も
多
岐

ヽ

こ
わ
た
り

,

1

 

八
百
屋
の
よ
う
に
本
来
扱
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
商
品
の
調
達

も
行
っ
て
い
る
こ
と、

③
食
品
の
ほ
か
に、

台
所
の
維
持
に
か
か
わ
る
も
の
と

し
て
油、

槙、

桶、

釜、

筆
記
具
関
係
の
商
人
が
存
在
し、

ま
た
藩
は
新
規
購

入
の
み
な
ら
ず、

修
理
の
た
め、

職
人
を
抱
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と、

を
確
認

し
た。

な
お
③
は、

藩
邸
跡
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
る
遺
物
に
残
さ
れ
た
修

旧
広
島
藩
主
浅
野
長
勲
は、

藩
主
時
代
の
江
戸
屋
敷
の
食
事
に
つ
い
て
三
田

村
鳶
魚
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る。

「

道
中
ば
か
り
で
は
な
い、

平
常
で
も
大
名
の
食
事
は
奢
っ
と
る
だ
ろ
う

と
い
い
ま
す
が、

お

わ
り
に

私
の
方
は
極
め
て
質
素
な
も
の
で、

朝
は
焼
味
噌
に
豆

腐
く
ら
い
で
す。

昼
と
晩
が
一

汁
二
菜
で
す。

好
み
な
ど
と
い
う
こ
と
は、

い
つ
で
も
あ
り
ま
せ
ん。

台
所
か
ら
前
日
に
板
を
書
い
て
持
っ
て
来
る。

ろ
く
に
見
た
こ
と
は
な
い
が、

そ
れ
で
よ
し
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な
る。

繕
の
痕
跡
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う。
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旧大名 家当 主嫡子の食生活と東京の商人 ・ 職人

域
性）

も
反
映
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る 。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に

）
の
逸
話
は
「

名
君」

ま
せ
ん
が 、

夜
は
好
め
ば
持
っ
て
来
ま
す 。」

そ
れ
か
ら
多
く
食
っ
た
り 、

少
く
食
っ
た
り
す
る
こ
と
も
出
来
な
い 。

食

（

マ

マ
）

い
方
が
減
り
で
も
す
る
と 、
何
か
調

進
の
仕
方
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を 、

台
所
奉
行
が
調
べ
る 。

二
ぜ
ん
な
ら
二
ぜ
ん
の
飯

に
対
し
て 、

お
る 、

お
お
よ
そ
菜
を
ど
の
く
ら
い
食
う
と
い
う
こ
と
が
き
ま
っ
て

そ
れ
以
下
も
以
上
も
う
っ

か
り
食
え
ん
の
で
す 。
」

ひ
る

「
夜
物
を
喰
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん 。

酒
は
午
は
出
も
せ
ず 、

好
み
も
し

大
名
の
日
常
の
「

質
素
な」

食
生
活
を
語
る
場
合
に
引
用
さ
れ
る 。

し
か
し 、

本
事
例
に
つ
い
て
は 、

食
事
の
基
本
構
成
（
皿
数）

は
こ
の
逸
話
に
合
致
す
る

も
の
の 、

実
際
に
用
い
ら
れ
た
食
品
は
決
し
て
「

質
素」

な
も
の
と
は
い
え
な

い 。

ま
た 、

浅
野
は
自
身
の
嗜
好
を
律
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が 、

本
事
例
で

は
酒
と
肴
や
菓
子
が
追
加
と
し
て
「

御
手
元」
ヘ
頻
繁
に
届
け
ら
れ
て
い
る 。

一

方 、

岡
部
藩
の
事
例
に
お
い
て
も 、

食
事
の
皿
数
の
少
な
さ
と
食
品
の
高

価
さ 、
「

別
段
御
好」
と
し
て
の
追
加
注
文
や 、

仕
出
料
理
屋
の
注
文
が
確
認
さ

れ
る 。

し
か
し 、

通
常
の
料
理
·

嗜
好
品
の
内
容
に
つ
い
て
は 、

本
事
例
と 、

同
じ
季
節
で
あ
り
な
が
ら
違
い
が
認
め
ら
れ
る 。

大
名
の
食
生
活
は 、

藩
財
政

の
状
態
と
と
も
に
個
人
的
な
嗜
好
に
大
き
く

左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る 。

ま
た 、

幼
少
期
を
江
戸
で
過
ご
し
た
と
は
い
え 、
大
名
の
食
生
活
は
領
地
の
食
生
活（
地

こ
の
点
で
は 、

発
掘
調
査
に
お
い
て
武
家
屋
敷
で
検
出
さ
れ
る
動
物
遺
存
体

の
種
類
に
は
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
が
そ
の
割
合
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る 、

あ
る
い
は
藩
士
の
日
常
の
食
生
活
に
国
許
の
習
慣
が
反
映
し
て
い
た 、

と
い
っ

の
倹
約
ぶ
り
と
あ
わ
せ
て

職
人
の
実
態
を
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う 。

で
あ
る 。

て
多
様
な
商
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が

都
市
江
戸
の
市
場
に
さ
ま
ご
ま
な
物
品
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る 。

ま
た 、

逆

に
江
戸
で
入
手
で
き
る
食
材
に
よ
っ
て 、

武
家
の
食
生
活
が
あ
る
程
度
制
約
さ

れ
た
側
面
も
想
定
さ
れ
よ
う 。

以
上
の
点
に
留
意
し
て 、

今
後
も
藩
邸
に
お
け

次
に 、

本
稿
で
扱
っ
た
台
所
方
の
出
入
商
人
・

職
人
に
は 、

仲
買
・

小
売 、

職
人 、

料
理
屋
が
あ
り 、

居
所
が
判
明
す
る
者
は
い
ず
れ
も
屋
敷
近
辺
に
居
住

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た 。

こ
れ
は 、

藩
邸
を
磁
極
と
し
た
「

藩
邸
社
会」

の
範
囲
の
一

端
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う 。

こ
う
し
た
商
人
・

職
人
の
存
在

形
態
は 、

お
そ
ら
く

職
種
や
藩
と
の
関
係
（
扶
持
・

鑑
札
の
有
無）

に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め 、

今
後
さ
ま
ぎ
ま
な
出
入
商
人
・

職

人
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る 。

ま
た
仲
買
·

小
売
は 、

藩
邸
と
の
取
引
に
お
い

の
あ
り
方
が 、

藩
邸
と
の
関
係
の
み
に
限
定
さ
れ
る
の
か
否
か
は 、

検
討
課
題

今
後
も 、

都
市
江
戸
の
杜
会 、

経
済
を
考
え
る
上
で 、

藩
邸
の
消
費
と
商
人・

[

註

]

(

1
)

伊
達
研
次「
江
戸
に
お
け
る
諸
侯
の
消
費
生
活
に
つ
い
て」(-
)
・

（
二）
（『
歴

史
学
研
究』
ニ
ニ
・

三
一

、
一
九
三
五
年） 。

(

2

)

例
え
ば 、

藩
制
史
研
究
会
編『
藩
制
成
立
の
総
合
的
研
究

米
沢
藩』
（
吉
川

弘
文
館 、
一
九
六
三
年） 、

四
頁 、

七
八
八
ー

九
0
頁
な
ど 。

同
書
で
伊
藤
多
三

郎
は 、

従
来
の
藩
政
史
で
江
戸
藩
邸
の
存
在
が
無
視
さ
れ
て
き
た
が
「
ど
の
藩

る
食
生
活
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る 。

(

56
)
 

た
近
世
考
古
学
の
成
果
が
想
起
さ
れ
る 。

こ
う
し
た
経
営

こ
う
し
た
消
費
に
お
け
る
嗜
好
が
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岩淵 令治

で
も 、

そ
の
体
制
の
完
全
な
理
解
の
た
め
に
は 、

藩
邸
の
研
究
を
除
外
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」

と
し
て 、

藩
財
政
の
全
構
造
を
検
討
す
る
た
め
に
「

藩
財
政

支
出
に
お
け
る
江
戸
藩
邸
の
存
在
を
採
り

上
げ」
た 。

(

3

)

吉
田
伸
之
「

巨
大
城
下
町

江
戸」
（『
岩
波
講
座
日
本
通
史』

第一
五
巻 、

岩
波
書
店 、
一
九
九
五
年
）。

(

4

)

『
龍
岡
町
遺
跡』
文
京
区
遺
跡
調
査
会
他 、
一
九
九
五
年 、

第
IV
章
第
4

節
・

5
節 。
「

江
戸
住
大
商
人
の
肖
像

場
末
の
仲
買

高
崎
屋
の
成
長」
（『
新
し

い
近
世
史』

3 、

新
人
物
往
来
社 、
一
九
九
六
年
）。

(

5
)

例
え
ば 、

勘
定
所
御
用
達
と
な
っ
た
両
替
商
の
貸
付
先
に
つ
い
て
は
竹
内
誠

「
寛
政
改
革
と
『

勘
定
所
御
用
達』

の
成
立
（
下
）

」
（『
日
本
歴
史』
―
二
九 、

一
九
五
九
年） 、

貸
付
の
詳
細
に
つ
い
て
は
田
中
康
雄「
寛
政
期
に
お
け
る
江
戸

両
替
商
の
経
営」
（『
三
井
文
庫
論
叢』
二 、
一
九
六
八
年
）

が
あ
る 。

(

6

)

こ
の
時
点
で
は
藩
主
は
藩
知
事
と
な
っ
て
い
る
た
め 、

以
下 、

当
主
と
表
記

す
る 。

(

7

)

近
世
考
古
学
の
側
で
武
家
の
食
生
活
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は 、

桜

井
準
也
「

近
世
大
名
屋
敷
に
お
け
る
食
生
活

港
区
郵
政
省
飯
倉
分
館
構
内

遺
跡
出
土
の
動
物
遺
存
体
を
中
心
に

」
（『
史
学』

五
七
ー一
、

一
九
八
七

年） 、

秋
元
智
也
子
「

加
賀
藩
上
屋
敷
『

御
貸
小
屋』
に
お
け
る
食
生
活
の一
端」

（『
江
戸
の
食
文
化』

吉
川
弘
文
館 、
一
九
九
二
年
）、

桜
井
準
也
「

遺
跡
出
土

の
動
物
遺
体
か
ら
み
た
大
名
屋
敷
の
食
生
活

動
物
遺
体
分
析
の
成
果
と
問

題
点

」
（
同
前
）

な
ど
が
あ
る 。

(

8

)

明
治
三
年
(-
八
七
一
）

九
月
の
布
告
で 、

藩
知
事
家
禄
を
藩
高
の
十
分
の

一
、

残
り
の
十
分
の一
を
陸
海
軍
費
に
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ 、

藩
主
家
族
に

関
す
る
支
出
の
構
造
は
著
し
く
改
変
さ
れ
た
（
長
野
逼
「

肥
前
蓮
池
藩
の
藩
体

制
と
そ
の
解
体
過
程」
（一
）

（
二
）

『
佐
賀
大
学
法
経
論
集』
一
0
_―
・

ニ 、

一
九
六
二
年） 。

(

9

)

武
士
生
活
研
究
会
『

近
世
武
士
生
活
史
入
門
事
典』

柏
書
房 、
一
九
九
一
年 、

一
九
六
・

七
頁 。

(

10
)

安
立
勇
『

近
世
日
本
食
物
史』

高
橋
書
店 、
一
九
五
五
年 、

二
三
九
ー

ニ
四

四
頁 。

渡
辺
実
『
日
本
食
生
活
史』

吉
川
弘
文
館 、
一
九
六
四
年 、

二
四
0
頁 。

三
四
0
頁 。

原
史

(

11

)

「
浅
野
老
侯
の
お
話」
（『
三
田
村
鳶
魚
全
集』

第
二
巻 、

中
央
公
論
社 、
一

九
七
五
年
）、
一
七
一
頁 。
こ
れ
は
非
常
に
貴
重
な
記
録
で
あ
る
が 、
無
批
判
に

援
用
す
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う 。

例
え
ば 、
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
『

ピ
ク
ト

リ
ア
ル
江
戸
2

大
名
と
旗
本』
（
学
習
研
究
社 、
一
九
八
九
年 、

四
四
頁
）

で

は 、

こ
の
記
録
に
基
づ
い
て
「

質
素
な
大
名
の一
日
を
再
現」

し
た
絵
を
載
せ

て
い
る 。

(

12

)

宮
腰
松
子「
江
戸
後
期
武
家
の
食
事
に
つ
い
て」
（『
神
戸
女
学
院
大
学
論
集』

一
四
ー

三 、
一
九
六
八
年） 、

同
「

幕
末
あ
る
大
名
の
『

御
献
立
帖』」
（『
風
俗』

1
0
ー一
、

一
九
七
一
年） 。

原
史
料
の
「

御
献
立
帖」

は
戦
災
で
焼
失
し
た

が 、
『

車
斎
叢
書』

第
二
編
第
五
集
「

調
味
料
理
の
栞」
六
（一
九
二
八
年
刊
）

に
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る 。

同
史
料
に
は
藩
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が 、

慶

応
二
年
「

武
鑑」
に
よ
れ
ば 、

史
料
中
に
登
場
す
る
「

小
菅
十
郎
兵
衛」

と
は

岡
部
藩
の
御
用
人
で
あ
り

（
橋
本
治
『

大
武
鑑』

中
巻 、

名
著
出
版
会 、
一
九

六
五
年 、
一
〇
六
五
頁
）、

ま
た
「

米
倉
様」
と
は
当
時
の
藩
主
安
部
信
疲
の
実

家
で
あ
る
武
蔵
金
沢
藩
米
倉
家
と
考
え
ら
れ
る 。

当
初 、

宮
腰
氏
は
同
史
料
を

仙
台
藩
の
も
の
と
推
定
し
て
い
た
か 、

後
稿
で
岡
部
藩
と
訂
正
し
て
い
る 。

桜

井
氏
は
前
掲
論
文
で
仙
台
藩
の
も
の
と
し
て
検
討
し
て
い
る
が 、

同
史
料
は
岡

部
藩
の
史
料
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う 。

冦）

連
池
藩
に
つ
い
て
は 、

長
野
前
掲
註
(

8

)

論
文 、
『

藩
史
大
事
典』
第
七
巻

（
雄
山
閣
出
版 、
一
九
九
三
年） 、

福
岡
博
編
『

蓮
池
藩
日
誌』
（
蓮
池
商
工
会 、

一
九
八
一
年 、

以
下
『
日
誌』

と
略
記
）

を
参
照 。

(

14
)

「
出
米」

率
の
変
化
に
つ
い
て
は
長
野
前
掲
註
(

8
)

論
文
参
照 。

(

15
)

長
野
前
掲
註
(

8

)

論
文 。

(

16
)

同
藩
は
四
ツ
成
で
あ
り 、

現
収
入
（
地
米）

は
五
万
二
六
二
五
石
X
0
•

四

11
ニ
万一
五
0
0
石
と
な
る
（『
日
誌』 、

七
五
五
頁） 。

(

17
)

『
日
誌』 、

二
0
六
頁 。

各
内
訳
の
総
計
と
合
計
額
は
一
致
し
な
い
が 、

料
の
表
記
に
従
っ
た 。

(

18
)

『
日
誌』 、

二
七
六
頁 。

(

19
)

『
日
誌』 、

四一
0
頁 、

(

20

)

『
日
誌』 、

六
七
頁 。
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(

21

)

藩
主
直
恒
は 、

享
保
七
年
（一
七
二
二）

に
祖
母 、

妻 、

当
時
独
身
だ
っ
た

姉
妹
の
館
を
国
許
に
設
け
て
い
る（『
日
誌』 、

五
三
頁） 。

こ
の
収
支
書
作
成
年

に
は 、

姉
は
数
え
年
で
三
十
三
歳 、

前
年
の
享
保
十
六
年
三
月
に
日
野
大
納
言

と
再
婚
し
て
い
た 。

妹
は
数
え
年
三
十
歳
の
独
身
で
あ
っ
た 。
（『
鍋
島
家
譜』 、

東
京
大
学
史
料
絹
纂
所
所
蔵） 。

(

22

)

こ
の
銀
収
入
に 、

山
林
な
ど
の
諸
運
上
を
管
轄
す
る
懸
硯
方
か
ら
の
収
入
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
保
留
し
て
お
き
た
い 。

ち
な
み
に
本
稿
が
検
討
を

加
え
る
会
計
年
度
の
翌
年
（
明
治
三
年
十
月
ー

四
年
九
月）

の
収
入
は 、

歳
入

約
二
万
石
の
う
ち
販
売
分
が
七
六
0
0
石
余（
金
で
約
五
万
両） 、

こ
の
ほ
か
ロ

米
・

反
米
・

夫
料
が
計
ニ
―
0
0
石
余 、

そ
し
て
茶
や
陶
器
・

材
木
等
の
運
上

が
ニ
―
0
0
両
余
と
な
っ
て
い
る
（
長
野
前
掲
註
(

8

)

論
文） 。

な
お 、

本
来

な
ら
享
保
十
八
年
よ
り
こ
の
年
度
の
支
出
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が 、

明
治
三

年
九
月
の
布
告
で
藩
知
事
家
禄
の
支
出
が
制
限
さ
れ
た
た
め
（
前
掲
註

(

8

)

)、

近
世
期
の
藩
主
の
消
費
を
検
討
す
る
に
は
適
さ
な
い 。

(

23

)

『
日
誌』

三
一
五
頁
参
照 。

会
所
と
は 、

蔵
方
部
の
部
署
で
あ
る
銀
会
所
・

米
会
所
と
思
わ
れ
る 。

な
お 、

同
藩
の
政
務
は 、

請
役
所・
用
人
部・
目
付
部・

蔵
方
部
・

塩
田
役
所
・

成
章
館
の
六
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
（
七
二
三
頁） 。

(

24

)

長
野
逼
『

幕
藩
制
杜
会
の
財
政
構
造』

大
原
新
生
社 、
一
九
八
0
年 。

(

25

)

『
日
誌』 、

七
二
九
頁 。

(

26

)

『
鍋
島
家
譜』
（
前
掲
註
(

21

)

)。

(

27

)

「
東
京
御
台
所
諸
御
遣
方
勘
定
帳
目
安」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
蓮
池
鍋
島

家
文
庫
八
三
0
_―

二） 。

(

28

)

「
東
京
諸
調
帳」
（
前
掲
蓮
池
鍋
島
家
文
唐
八
三
三
ー

ニ
六） 、
「

御
地
道
御
膳

図
整
帳」
（
同
八
八
ニ
ー

三） 、
「

東
京
御
台
所
諸
御
遣
方
勘
定
帳
目
安」
（
同
八

三
0
_―

二） 、
「

御
臨
時
御
膳
図
井
諸
拝
領
整
帳」
（
同
八
八
ニ
ー

四） 。

(

29

)

「
御
膳
図」
に
は 、

外
出
先
に
下
屋
敷
が
あ
る
こ
と
か
ら 、

尚
丸
は
上
屋
敷

に
居
住
し 、

台
所
方
も
同
所
に
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
帳
簿
り 、

四
月

二
十
六
日
夜 、

五
月
二
十
一
日
夜
の
項） 。

(

30

)

「
右
者
成
富
新
公
義
所
出
勤
二
付
拝
領」
「

右
同
断
二
付
若
党
壱
人、

馬
取
壱

人
／
弐
人
拝
領」
（
五
月
四
日
朝） 、
「

右
者

溜
池
御
出
之
末
被
御
閑
入
二
付 、

御

草
履
取
壱
人、

御
馬
取
壱
人
ゲ
弐
人
拝
領」
（
五
月
九
日
夜） 。

な
お 、

台
所
方

か
ら
家
臣
や
足
軽
・

草
履
取
へ
弁
当
を
支
給
す
る
こ
と
は 、

こ
の
時
期
固
有
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る 。

(

31

)

帳
簿
1
自
体
に
は
約
半
額
分
に
あ
た
る
十
八
通
し
か
残
存
し
て
い
な
い
が 、

他
の
前
後
欠
の
請
取
書
の
綴
二
諸
代
金
受
取
証
文]」
（
前
掲
蓮
池
鍋
島
家
文
唐

八
三
三
I

七）

が
差
出
・

宛
先
・

時
期
・

形
態
か
ら
考
え
て 、

帳
簿
1

の
前
欠

部
分
の一
部
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る 。

よ
っ
て 、

本
稿
で
は
こ
の
十
三
通
も

．

分
析
の
対
象
と
し
た 。

(

32

)

各
請
取
書
に
は 、
八
戸
と
永
田
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る 。
「

明
治――一
年
庚
午
十

月
惣
着
到」
（『
佐
賀
藩
着
到
帳
集
成』

佐
賀
県
立
図
書
館 、
一
九
八
一
年）

に

よ
れ
ば 、

中
野
愛
三
の
扶
持
は一
四・
九
九
九
九
九
石
（
父
市
次 、

上
卒） 、

諸

石
小
平
次
は
二
四
・

七
三
三
三
三
石
（「
会
計
局
弁
事
在
職
中
補
米
ヲ
以
三
〇

石 、

午
五
月
家
従
転
任
右
同
断」） 、

八
戸
右
伝
太
は
六
九
・

六
一
五
石 、

成
島

新
は
四
八・
七
三―
二
三
三
石
（「
権
大
参
事
在
職
中
補
米
ヲ
以一
0
0
石」） 、

永

田
雄
助
四
七・
三
六
六
六
六
石
（「
少
参
事
在
職
中
補
米
ヲ
以
六
0
石」） 、

ま
た

請
取
状
の
差
出 、

宛
先
に
み
ら
れ
る
野
中
延
平
は
四
0
•

八
三
三―
二
三
石
で 、

当
時
は
東
京
邸
の
納
戸
方
で
あ
っ
た（「
明
治――一
年
午
四
月
5
同
六
月
迄

御
進

物
方
書
出
調
帳」 、

前
掲
蓮
池
鍋
島
家
文
庫

三
四
七
ー

三
四
ー一―-) 。

（
翌

『
日
誌』 、

二
八
五
頁 。

(

34

)

以
下 、

岡
部
藩
邸
の
デ
ー
タ
は 、

宮
腰
前
掲
註
(

12

)

論
文 、

お
よ
び
「

御

献
立
帳」

に
よ
る 。

(

35

)

江
後
迪
子
「

江
戸
期
の
卵
•

砂
糖
の
流
通
と
消
費」
（『
別
府
大
学
短
期
大
学

部
紀
要』
第一
四
号 、
一
九
九
五
年） 。

臼
杵
藩
邸
の
「

祐
筆
日
記」 、
「

馬
琴
日

記」 、

生
麦
村
（
現
横
浜
市）

の
豪
農
関
口
家
の
日
記
の
分
析
に
よ
る 。

(

36

)

ち
な
み
に
岡
部
藩
の
正
月
の
膳
に
つ
い
て
は 、
再
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る（
松

下
幸
子
・

榎
木
伊
太
郎
『

再
現
江
戸
時
代
料
理』

小
学
館 、
一
九
九
三
年） 。

(

37

)

弁
当
の
事
例
は
四
月
十
六
日
朝 、

駒
場
野
の
連
兵
見
物
の
当
主
・

供
の
弁
当 、

四
月
十
七
日
朝 、

駒
場
野
の
連
兵
見
物
の
供
の
弁
当 、

家
臣
へ
の
下
賜
は
四
月

二
十
九
日
夜
の
鍋
ぶ
た
・

刺
身 、

五
月
十
日
夜
の
鍋
ぶ
た
・

刺
身 、

五
月
十
二

日
・

十
五
日
・

十
六
日
夜
の
刺
身
で
あ
る 。

ま
た
宴
会
の
事
例
は
五
月
三
日
夜
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の
少
参
事
鶴
田
礼
作
帰
国
の
酒
宴 、

五
月
二
十
二
日
夜
の
初
参
内
成
就
の
宴
会

で
あ
る 。

来
客
の
事
例
と
し
て
は 、

四
月
十
三
日
夕
の
吸
物
・

刺
身 、

六
月
三

日
夜
の
吸
物
・

煮
肴
・

刺
身
・

煮
物 、

五
月
十
一
日

昼
の
刺
身
・

煮
魚 、

五
月

十
五
日
夜
の
煮
染
肴
が
あ
る 。

(
38
)

江
守
奈
比
古
『

八
百
善
物
語』

新
文
明
社 、
一
九
六
二
年 、

二
四
・

ニ
五
頁 。

(
39)

梅
本
は 、

文
久
元
年(-
八
六
一
）
「

魚
尽
見
立
評
判
会
席
献
立
料
理
通」
（
前

掲
註
(
36) 、
一
―
二
頁）

に
「

赤
坂
梅
本」

と
あ
る
料
理
屋
の
こ
と
で
あ
ろ

、
つ

(
40
)

太
白
砂
糖
は 、
白
砂
糖
の
中
で
も
よ
く

精
製
さ
れ
た
砂
糖
で 、
工
藤
平
助『
報

国
以
言』
（
天
明
期）

に
よ
れ
ば 、
「

貴
人
方
御
菓
子
料」
に
用
い
ら
れ
た
と
い

う 。

し
か
し
同
書
に
よ
れ
ば 、

こ
れ
よ
り
ラ
ン
ク
が
下
の
「

中
白
砂
糖」

は 、

す
で
に
江
戸
の
「

下
賤
の
者
と
も」

の
「
日
用
慰
み
の
食
物」

と
な
っ
て
い
た

（
岩
生
成一
「

江
戸
時
代
に
お
け
る
砂
糖
貿
易
に
つ
い
て」『
日
本
学
士
院
紀
要』

三
一
ー一
、

一
九
七
三
年） 。
さ
ら
に
開
港
後
に
は
良
質
の
精
製
糖
が
大
量
に
輸

入
さ
れ
て
い
る
（
真
栄
平
房
昭
「

砂
糖
を
め
ぐ
る
生
産・
流
通
・

貿
易
史し
『

新

し
い
近
世
史』
3 、

新
人
物
往
来
社 、
一
九
九
六
年） 。

し
た
が
っ
て 、

こ
の
時

期
に
は
白
砂
糖
は
特
に
贅
沢
品
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

(
41)

「
明
治
三
年
午
四
月
5
同
六
月
迄

御
進
物
方
書
出
調
帳」
（
前
掲
註
(
32))

に
御
納
戸
役
人
宛
て
の
「

岩
城
桝
屋
藤
三
郎」

の
請
取
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。

(
42)

加
藤
貴
「

寛
政
改
革
と
江
戸
名
主」
（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告』

第一
四
集 、
一
九
八
七
年） 、
吉
田
伸
之「
日
本
近
世
の
巨
大
都
市
と
市
場
社
会」

（『
歴
史
学
研
究』

六
―
二
号 、
一
九
九
0
年） 。

(
43)

な
お 、

江
後
迪
子
は 、

明
和
期
の
絵
画
資
料
で
八
百
屋
の
店
先
に
玉
子
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
前
掲
註
(
35)
論
文） 、

魚
屋
で
通
常

も
玉
子
の
小
売
を
行
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る 。

(
44
)

吉
田
前
掲
註
(
42)

論
文 。

(
45
)

「
駒
込
青
物
問
屋
文
書」
（
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
資
料
室
所
蔵） 。

(
46)

こ
の
う
ち 、

四
月
十
六
日
の
夜
食
の
み 、
「

茶
煮

黒
豆

坪
塩」
と
い
う
記

載
に
な
っ
て
い
る
が 、

こ
こ
に
は
飯
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら 、

茶
粥

の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る 。

膳
の
上
に
置
い
て
あ
り
ま

（
前
掲
註
（
且）
「

浅
野
老

(
47)

「
食
事
の
箸
は
杉
の
白
箸
で 、

何
も
入
れ
ず
と、

し
た 。

こ
れ
は
無
論 、
一
回一
回
取
り
捨
て
ま
す」

侯
の
お
話」 、
一
六
三
頁） 。

(
48
)

酒
の
搬
入
に
つ
い
て
は 、

近
世
考
古
学
の
側
で
注
目
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る

貧
乏
徳
利
と
の
関
係
が
興
味
深
い
が 、

い
か
な
る
容
器
が
用
い
ら
れ
た
の
か
不

明
で
あ
る 。
な
お
六
月
三
日

昼
の
項
で
は 、
「

但
び
ん
入
ニ
ゲ

御
銚
子

五

合」

と
い
う
記
載
が
あ
る
（
帳
簿
ゲ） 。

(
49)

「
杉
原
紙
水
引
制

菓
子
上
干

八
拾
匁
三
盛」

と
い
っ
た
形
で
十
四
品
に

つ
い
て
見
ら
れ（
帳
簿
2 、

四
月
十
五
日

昼） 、

こ
の
う
ち
十
三
品
が
来
客
用
で

あ
る 。

(
50)

同
店
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
休
業
し 、

現
在
は
白
山
支
店
が
壺
屋
総
本
店

を
襲
名
し
て
い
る 。

同
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
壺
屋
総
本
店
主
入
倉
芳
郎
氏
に

御
教
示
を
賜
っ
た 。

な
お 、

明
治
期
の
同
店
の
店
先
の
様
子
に
つ
い
て
は 、
一

八
八
五
年
刊
『

東
京
盛
閣
図
録』
（『
明
治
期
銅
版
画

東
京
博
覧
図

全
三
巻

東
京
盛
閣
図
録』

湘
南
堂
書
店 、
一
九
八
七
年 、

二
九
頁）

を
参
照 。

(
51)

森
銑
三
・

金
澤
復一
共
編
『

金
沢
丹
後
文
書』

1

東
京
美
術 、
一
九
六
八

年 。

(
52
)

江
後
迪
子
「

臼
杵
藩
稲
葉
家
年
中
行
事
に
用
い
ら
れ
た
食
品
・

食
物

同

藩
祐
筆
日
記
を
資
料
と
し
て

」
（『
日
本
家
政
学
会
誌』

四
六
ー

四 、
一
九

九
五
年） 、

お
よ
び
入
倉
氏
の
御
教
示
に
よ
る 。
な
お 、

玄
猪
と
は 、

十
月
の
亥

の
日
に
行
わ
れ
る
行
事
で 、

屋
敷
で
は
こ
の
日
に
矩
撻
開
き
も
行
わ
れ
た 。

ま

た 、

他
家
の
凶
事
の
見
舞
の
例
と
し
て
は 、

弘
化
三
年
(-
八
四
六）

九
月
の

·

「
堀
田
様
奥
方
様
御
逝
去」

の
見
舞
と
し
て
六
箇
所
に 、

天
保
十
五
年
(-
八

四
四）

七
月
の
「

酒
井
光
随
院
様
御
二
七
日」

と
し
て
十
二
箇
所
に
白
蒸
菓
子

を
贈
っ
て
い
る 。

(
53
)

興
津
要
『

江
戸
食
べ
も
の
誌』
作
品
社 、
一
九
八
一
年 、

七
二
頁 。
『

麻
布
謳

史』 、
一
九
四
一
年 、
三
五
七
頁 。

同
店
は 、

現
在
も
永
坂
更
科
と
し
て
営
業
を

続
け
て
い
る 。

(
54)

前
掲
註
(
11)
「

浅
野
老
侯
の
お
話」 、
一
六
三
頁 、
一
七
一
頁 。

(
55)

こ
の
場
合 、

浅
野
の
い
う
「

質
素」

と
は 、

大
名
と
し
て
は
質
素
だ
と
い
う
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旧大名 家 当 主嫡子の 食生 活 と 東京の商人 ・ 職人

の
で
あ
っ
て 、

当
時
の
庶
民
や 、

ま
し
て
や
現
代
の
食
生
活
と
比
較
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る 。

(
56)

桜
井
前
掲
註
（
7）

論
文 、

秋
元
前
掲
註
（
7）

論
文 。

も
ち
ろ
ん 、

桜
井

氏
が
述
べ
る
よ
う
に 、

発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
遺
存
体
に
つ
い
て
は 、

藩
邸

内
の
い
か
な
る
階
層
の
者
の
食
生
活
に
属
す
る
の
か 、

と
い
っ
た
検
討
が
不
可

欠
で
あ
る 。

[
付
記]本

稿
は
当
館
都
市
歴
史
研
究
室
に
お
け
る
一
般
研
究
「

近
世
都
市
江
戸
に
お
け

る
武
家
地
お
よ
び
商
人
の
研
究」

の一
環
と
し
て 、
一
九
九
六
年一
月
に
実
施
し

た
調
査
の
成
果
で
あ
る 。

史
料
の
閲
覧
お
よ
び
撮
影
を
御
許
可
頂
い
た
佐
賀
県
立

図
書
館
に
謝
意
を
表
し
ま
す 。

な
お
脱
稿
後
（一
九
九
六
年
九
月） 、

明
治
初
年
の
蓮
池
藩
の
請
取
書
に
つ
い

て 、
台
所
方
以
外
の
も
の
も
検
討
し 、
「

明
治
初
年
の
旧
大
名
家
の
消
費
と
東
京
の

商
人
・

職
人」

と
題
し
た
報
告
を
行
っ
た
(-
九
九
六
年
十
二
月
開
催

江
戸
遺

跡
研
究
会
第
十
回
大
会） 。

そ
の
結
果 、

多
く
の
出
入
商
人
・

職
人
は
屋
敷
近
辺
に

居
住
し
て
い
る
も
の
の、

近
接
す
る
町
に
は
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た 。

こ
の
点

に
つ
い
て
は 、

後
稿
に
期
し
た
い 。
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岩淵 令治

付 表 3 蓮 池藩 台 所方宛請取状一覧 ( 1 6 )

番号 B 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

2 1 720 623 諸 白 4 升 58 . 00 

2 1 800  600  堺屋弥兵衛 2 3 1 2 . 09 5 . 0 . 3  1 36 御 台 所御役人衆 中 様

21801  604  絨 1 本 11 . 36 

21802  604  せ り な 3 把 1 . 50 

2 1803 610 鮎 l 籠 37 . 50 

21804  6 17  鮎 1 籠 37 . 50 

21805  600  鯛 2 枚 37 . 13 

21806  600 鮎 1 籠 37 . 50 

21807  623 鰹節 300 目 36 . 00 

2 1808 625 級 10本 113 . 60 

2 1 90 0  502  松葉屋銀次郎 1 8  * 1 832 御用

21901  4 1 7  や き 2 丁 * 664 

21902  410  4 丁 * 532 

21903  4 10  1 丁 * 132  

21904  426 や き * 500 

22000 600  堺屋弥兵衛 2 * 0 . 3 . 3  4 . 5  御 台所御役人衆 中 様

22001  626 鯛 1 枚 鰍 2 本 * 0 . 3 . 3  4 . 5  

22 1 00 626 万屋庄兵衛 6 86 . 3 1  御 台 所御役人衆 中 様

22101  625  御銚子 3 合 4 . 95 

22102  625 酢 l 合 0 . 90 

22103  626  諸 白 2 升 29 . 00 

22104  626  御銚子 3 合 4 95 

22105  626 み そ 半斤 1 51  

22 106  626  沢 あ ん 1 本 1 . 50 

22107  626 諸 白 3 升 43 . 50 

22200  4 1 9  出 雲屋武兵衛 I I  93 . 00 I . 2 . 0  500  上

22201 箱入銀楼徳利 1 本 （御銚子焼付用） 29 . 00 

22202 染付徳利 4 本 （拝領用 ） 23 . 00 

22203 金張三 ツ 組盃 l 組 （御酒三 ツ 用 ？ ） 14 . 50 

22204 大猪 口 盃 1 0 ツ （拝領用 ） 18 . 50 

22205 猪 口 盃 1 0 ツ （拝領用 ） 12 . 00 

22300 4 1 9  会友 （ ナ ン キ ン 御料理） 2 1  * 3 . 0 . 2  ？ 

22301 419 シ ャ ン パ ン 1 本 * 3 . 0 . 2  

22400 400  魚屋清兵衛 3 * I .  0 .  2 • 350  上

2240 1 423 鯛 半 身 * 1 . 0 . 2  * 350 

22500 424 更科 22 • o .  I .  0 上

22501  424 さ ら し な そ ば · o . 1 .  o 

22600  .4 2 4 松葉屋藤兵衛 1 4  27 . 50 I . 0 . 3  40  上

22601 424 御菓子 7 品 27 . 50 

22700  4 1 3  三河屋政治 1 6  * 0 . 2 . 0  上

22701  413  御干菓子 * 0 . 2 . 0  

22800  405  三州屋善蔵 （ 力 ） 1 5  • I .  0 .  0 上

22801 405 御干菓子 * 1 . 0 . 0  

(, j ヽ 計） 7548 . 74 ／後欠 総額1 1800 . 2 (2/3)
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩 台 所方宛請取状一 覧 ( 1 5 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

21501  岩城紙 l 束 （御膳図井注文其外整用） 28 . 00 

21502 杉原 3 帖 （御菓子土産御包用） 12 . 00 

2 1 600 600 壺屋忠三郎 1 3  1 040 . 00 1 7 .  I .  I 208 中 野様

21601 602 紅梅餅 10  45 00  

2 1602 602 吉野古 10 35 . 00 

2 1603 606 時雨夜 10 20 . 00 

21604 606 蒸羊か ん 10 20 . 00 

21605 607 雪太 白 1 斤 30 . 00 

21606 607 白 砂糖 1 斤 （御臨時用 ） 15 . 00 

2 1607 609 有平巻 50本 75 . 00 

2 1608 6 1 1  紅葉狩 10  40 . 00 

21609 6 1 1  葛 陸頭 10  20 . 00 

21610  613  雪太 白 1 斤 30 00 

2 161 1  614  時雨夜 10 20 . 00 

21612  614  紅葉狩 10  40 00  

21613  616  白 煎餅 50枚 50 . 00 

21614  616  粕庭羅 半釜 60 . 00 

21615  6 16  干菓子 三人前 90 . 00 

21616  617  初霜 l 斤 半 120 . 00 

21617  621  小豆 巾 純 （ き ん と ん ） 10 20 . 00 

21618  621  初雪陸頭 20 . 00 

21619  621 白 煎餅 50枚 50 . 00 

21620 621  干菓子 1 斤半 120 . 00 

21621 623 干菓子 1 斤半 120 . 00 

2 _17 0 0  625 万屋庄兵衛 6 22 1 . 1 0  3 . 2 . 2  3 . 6  御 台 所御役人衆 中 様

21701 531  諸 白 酒 （御善酒用 ） 5 合 7 . 25 

2 1702 602 御銚子 3 合 4 . 95 

2 1703 603 御銚子 3 合 4 . 95 

21704 604 御銚子 3 合 4 . 95 

21705 604 御銚子 3 合 4 . 95 

21706 605 御銚子 3 合 4 . 95 

21707 606 御銚子 3 合 4 . 95 

21708 609 御銚子 3 合 4 . 95 

21709 610  御銚子 3 合 4 . 95 

21710  6 12  御銚子 5 合 8 . 25 

21711  6 14  御銚子 3 合 4 . 95 

21712  6 17  御銚子 5 合 8 . 25 

21713  618  御銚子 3 合 4 . 95 

21714  619  御銚子 3 合 4 . 95 

21715  620  御銚子 3 合 4 . 95 

21716  623  御銚子 3 合 4 . 95 

21717  623 次正 ゆ 2 升 15 . 00 

21718  623  御銚子 1 升 16 . 50 

21719  623  諸 白 3 升 43 . 50 
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岩淵 令治

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( 1 4 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考
20927 531  三保の 浦 10 30 . 00 

20928 531 山 吹 巾 純 （ き ん と ん ） 10 30 00 

20929 531 雪太 白 1 斤 30 . 00 

20930 531 御干菓子 2 盛 60 . 00 

2 1 000  53 1 八百屋磯右衛門 4 1 02 . 40 I . 2 . 3  256 中 野愛三様
21001  5 13  初木瓜 5 本 3 . 60 

2 1002 518 初木瓜 5 本 3 . 60 

.2 1003 522 大根 4 本 1 . 20 

2 1 004 522 午帝 5 本 3 50 

2 1005 522 蓉荷竹 1 本 0 . 15 

2 1006 522 根芋 7 本 2 45 

2 1007 522 長芋 1 本 3 . 50 

2 1 008 522 水仙寺海苔 1 枚 15 . 00 

2 1009 522 次箸 5 袋 3 . 00 

2 10 10  525 大玉上批把 10わ 40 . 00 

2 1 0 1 1  525 極上葛 半斤 26 . 20 

2 1 1 0 0 500 堺屋弥兵衛 2 480 . 98 8 1 60 

2 1 1 0 1  503 福子 1 本 20 . 50 

2 1 102  505  鯛 1 枚 29 . 55 

2 1 103  510  玉子 10 9 . 00 

2 1 104 5 1 1  鯛 1 枚 14 . 87 

2 1 105 5 14  鮒 2 盃 12 . 27 

2 1 1 06  5 1 6  玉子 10  9 . 00 

2 1 107  518  飽 3 盃 18 . 47 

2 1 108 521 飽 3 盃 18 . 47 

2 1 1 09 522 鮒 5 盃 30 . 8 1 

2 1 1 1 0  522 鯛 1 枚 64 . 00 

2 1 1 1 1  522 鯛 1 枚 29 . 55 

2 1 1 1 2  500 い さ き 25本 113 . 75 

2 1 1 1 3  500 玉子 15 13 . 50 

2 1 1 1 4  500 鰹節 500 目 60 00 

2 1 1 1 5  524 鮒 3 盃 18 47 

2 1 1 1 6  524 鮎 半籠 18 . 75 

2 1 200  600  吉田屋幸 八 23 39 . 00 2 . 2  4 1 6  御役人衆 中 様
21201  御 吸 も の 2 ツ 9 . 00 

2 1202 御刺 ミ 15 . 00 

2 1 203 御煮肴 15 . 00 

2 1 300 600 松葉屋松吉 1 7  * 2000 御用
21301 600 や き 6 丁 * 2000 

2 1 400  600  丹波屋徳兵衛 5 * 672 御台所御役人 中 様
21401  521  ね き * 100 

2 1402 521  白 箸 *72 

21403 613  山芋 1 本 *500 

2 1 500  紙屋惣七 1 2  40 . 00 0 . 2 . 2  2 . 5  中 野様
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩台 所 方 宛請取状一覧 ( 1 3)

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考
20741 526 御替油 5 合 5 00 

20741 527 ぶ と う 酒 1 升 37 . 50 

20742 527 御銚子 3 合 4 . 95 

20800 500 吉 田 屋幸八 23 475 7 . 3 . 2  4 1 6  

20801 429 御刺 ミ 20 . 00 

20802 429 御 ぶ た 鍋 15 00 

20803 503 御 口 取 御焼肴 御 剌 身 7 人分 165 . 00 

20804 510 御刺 ミ 20 . 00 

20805 510 御 ぶ た 鍋 15 . 00 

20806 5 1 1  御刺 ミ 45 . 00 

20807 5 1 1  御煮肴 50 . 00 

20808 512  御刺 ミ 20 00 

20809 515  御刺 ミ 20 00 

20810 515 御煮染 20 . 00 

208 1 1  516  鯛刺 ミ 25 . 00 

20812 522 上御 口 取 35 . 00 

20813 522 上御鉢肴 25 . 00 

20900 500 壺屋忠三郎 13  1 9 05 . 00 3 1 . 3  中野様
20901 501 有平巻 100本 150 . 00 

20902 504 百夜 く わ （ 香） l 斤 100 . 00 

20903 504 白 砂糖 1 斤 15 . 00 

20904 508 白 砂糖 l 斤 15 00 

20905 509 有平巻 100本 150 00 

20906 512 山 吹 巾 純 （ き ん と ん ） 18  1 1 5 . 00 

20907 5 12  宇治の里 20 70 . 00 

20908 515  遠州模様 20 70 . 00 

20909 515 有平巻 100本 1 50 . 00 

20910 516  有平巻 40本 60 . 00 

209 1 1  5 1 8  狸々 桂 10 40 . 00 

20912 518 八 重 山 吹 10 40 . 00 

20913 518  柴の雪 10  40 . 00 

20914 518  束雲巻 10  45 . 00 

20915 518  白 砂糖 l 斤 15 . 00 

20916 520 白 砂糖 l 斤 15 . 00 

20917 520 上御干菓子 1 斤半 120 00 

20918 522 水仙巻 10 30 00 

20919 522 紅葉狩 10 20 00 

20920 522 上御干菓子 1 斤半 120 . 00 

20921 524 極別 製入念 有平糖 l 斤 150 . 00 

20922 524 有平 入千菓子 l 盛 40 . 00 

20923 524 狸々 桂 10 40 00 

20924 524 葛 鹿 の 子 10 35 . 00 

20925 524 上御干菓子 1 斤半 120 . 00 

20926 524 鳴戸巻 10 30 . 00 
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岩淵 令治

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一 覧 ( I 2 )  

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

20602 521 や き 1 束 *3332 

20603 522 や き l 束 * 1000 

20604 524 生 と う ふ 1 丁半 * 200 

20700 500 万屋庄兵衛 6 457 . 92 7 . 2 . 2  0 . 42 御台所御役人衆 中 様

20701 501 諸 白 5 合 7 25 

20702 503 御銚子 2 升 33 . 00 

20703 505 御銚子 3 合 4 95 

20704 505 酢 3 合 2 70 

20705 506 御銚子 3 合 4 95 

20706 508 諸 白 5 合 7 25  

20707 509 御銚子 3 合 4 . 95 

20708 509 御銚子 3 合 4 . 95 

20709 509 諸 白 l 升 14 . 50 

20710 510  御銚子 5 合 8 . 25 

2071 1 5 1 1  御銚子 1 升 16 . 50 

20712 5 12  御銚子 5 合 8 . 25 

20713 512 諸 白 5 合 （御善酒用） 7 . 25 

20714 513 酢 2 合 1 . 80 

20715 513  御漿油 5 合 5 . 00 

20716 513 御銚子 3 合 4 . 95 

20717 514  御銚子 3 合 4 . 95 

20718 514  酢 3 合 2 . 70 

20719 514  御銚子 5 合 8 25 

20720 5 15  諸 白 1 升 14 . 50 

2072 1 5 16  御銚子 5 合 8 . 25 

20722 5 18  諸 白 l 升 14 . 50 

20723 5 18  御銚子 5 合 8 . 25 

20724 5 1 9  酢 3 合 2 70 

20725 520 諸 白 1 升 14 . 50 

20726 522 次正油 3 升 22 50 

20727 522 諸 白 4 升 58 00 

20728 522 御銚子 5 合 8 . 25 

20729 522 御醤油 5 合 5 . 00 

20730 522 諸 白 2 升 29 00 

20731 522 御銚子 5 合 8 . 25 

20732 522 諸 白 1 升 14 . 50 

20733 523 御銚子 5 合 ( 3 合の誤 り か） 4 . 95 

20734 523 塩 2 升 2 . 37 

20735 524 御銚子 5 合 8 . 25 

20736 524 酢 2 合 1 . 80 

20737 525 御銚子 5 合 8 . 25 

20738 525 御銚子 5 合 8 . 25 

20739 525 諸 白 5 合 7 . 25 

20740 526 醤油 1 . 50 
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1 日 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職人

付 表 3 蓮池藩台所方宛請取状一 覧 ( I I )  

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

20209 417  煮肴15人前 45 . 00 

20300 400 壺屋忠三郎 1 3  1 067 . 50 1 7 . 3  2 . 5  中 野様

20301 413 干菓子 30 . 00 

20302 413 干菓子 15 . 00 

20303 414 朝 日 煎餅 100枚 100 . 00 

20304 414 杉 田 煎餅 100枚 100 . 00 

20305 414 雪太 白 l 斤 30 . 00 

20306 415 唐草煎餅 100枚 100 . 00 

20307 419 丸 ホ゜ ヲ ル 1 斤 35 . 00 

20308 421 巻煎餅 150枚 150 00 

20309 421 白 砂糖 1 斤 （御臨時用 ） 7 50 

20310 424 巻煎餅 100枚 100 . 00 

2031 1 425 上干菓子 1 斤半 120 . 00 

20312 425 有平巻 100本 150 . 00 

20313 425 雪太 白 半斤 15 . 00 

20314 426 雪太 白 半斤 15 . 00 

20315 426 巻煎餅 100枚 100 . 00 

20400  429  八百屋磯右衛門 4 55 . 85 0 . 3 . 2  556 中 野愛三様 上

20401 410 長芋 3 本 10 00 

20402 410 大椎茸 1 5 ツ 12 . 00 

20403 410 氷昆若 1 0 ツ 0 9 0  

20404 410 狸々 海苔 1 枚 0 . 30 

20405 410 大根 1 本 0 35 

20406 410 坪塩 3 ツ 0 . 60 

20407 416 次箸 30 人前 1 . 80 

20408 416  沢庵 5 本 7 . 50 

20409 425 上葛 半斤 1 6 . 80 

20410 426 次箸 1 0 人前 0 . 60 

204 1 1  426 沢庵 1 本 1 . 50 

20412 426 連根 1 本 3 00 

20500  400 堺屋 弥兵衛 2 1 83 . 80 3 .  0 .  I 8 御 台 所御役人衆 中 様

20501 410 鯛 1 枚 22 . 16 

20502 410 鯛 1 枚 14 . 1 6  

20503 410 蒲鉾板付 1 枚 18 . 75 

20504 410  飽 5 ツ 22 . 75 

20505 410 鰹 45 目 l 丁 6 . 00 

20506 4 1 1  鰹 200 目 5 本 24 . 00 

20507 417 鯛 3 枚 17 . 82 

20508 417  飽 3 ツ 16 . 74 

20509 423 絨 5 本 26 . 25 

20510 423 あ じ 5 ツ 1 1 . 85 

20511  423  む き み 5 合 3 . 32 

20600 500  松葉屋銀次郎 1 8  *5200  御用

20601  518  や き 2 丁 *664 
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岩淵 令治

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( I 0 )  

番号 B 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

13002 600 大豆 3 升 3 合 3 夕 3 オ 53 . 33 

13003 600 御米 1 斗 5 升 ( 1 升に つ き 16 . 7匁） 250 . 50 

13004 600 大豆 l 斗 147 01  

1 3 1 00 600 野 中 延平 66 . 60 中 野愛三殿

13101  600 蝋燭 68丁 66 . 60 

1 3200 600 野 中 延平 36 . 37 中 野愛三殿

13201 600 炭 4 俵 （御煮立方用 ） 36, 37 

合 計 7862 20 ／前欠 残存分は銀3686 782 + a 

20 1 00 400 万屋庄兵衛 6 494 . 75 8 . 0 . 2  8 . 25 御台 所御役人衆 中 様

20101  410 御銚子 5 合 8 . 25 

20102 410  上干五拾分 ？ 12 . 00 

20103 410 赤味噌 2 斤 5 . 00 

20104 410  御特油 5 合 5 00 

20105 410 酢 3 合 2 70 

20106 410  白 砂糖 1 斤 1 1 . 50 

20107 412  諸 白 4 升 58 . 00 

20108 412 次正ゆ 1 升 7 . 50 

20109 412 御銚子 5 合 8 25 

20110  4 13  諸 白 4 升 58 . 00 

20 1 1 1  414  御銚子 3 合 4 . 95 

201 12  414  諸 白 3 升 43 . 50 

201 13  416  御銚子 5 升 82 . 50 

20114  4 17  御銚子 3 升 49 . 50 

20115  4 1 7  次正油 l 升 7 . 50 

201 16  4 1 7  沢 あ ん 3 本 3 . 00 

20 1 17  4 18  諸白 2 升 29 . 00 

20118  420  酷 3 合 2 . 70 

201 19  421  御銚子 5 合 8 25 

20120 423 御銚子 2 升 33 . 00 

20121  423 次正油 l 升 7 . 50 

20122 424 御銚子 3 合 4 . 95 

20123 426 諸 白 l 升 14 . 50 

20124 426 諸 白 1 升 14 . 50 

20125 429 御銚子 3 合 4 . 95 

20126 429 御銚子 5 合 8 25 

20200 400 吉 田 屋 幸 八 2 3  465 . 00 7 . 3 . 0  御役人衆 中 様

20201 413 御吸物 5 ツ 15 . 00 

20202 413 御 刺 身 ・ 御煮肴 50 . 00 

20203 413 汁 • 平 ・ 香物 45 . 00 

20204 413  平 ・ 煮染 ・ 香之物 40 00 

20205 4 13  め し 15 . 00 

20206 416 上御 口 取 ・ 御鉢肴 75 . 00 

20207 4 16  煮肴40 人前 120 . 00 

20208 4 16  煮肴20 人前 60 . 00 
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番号 日 付

1 1 800  429 

1 1801  429  

1 1 900 429 

1 1901  429 

1 2000  400 

12001 404 

12002 404 

12003 404 

12004 404 

12005 404 

12006 404 

12007 404 

12008 404 

12009 404 

1 2 1 0 0 

12 101  

1 2200 500 

12201  414  

12202 414 

12203 414 

12204 414 

12205 414  

12206  414  

1 2300 604 

12301 604 

1 2400 604 

12401 604 

1 2500 600 

12501 600 

1 2600 600 

12601 400 

12602 500 

1 2 700 600 

12701 600 

1 2800  600 

1 2900  600 

12901 400 

12902 400 

12903 500 

12904 500 

12905 600 

12906 600 

1 3000  600 

13001 600 

旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( 9 )

差 出 ・ 品 目

栗原林平

真木代 （御飯焚用 ）

栗原林平

真木代 （御飯焚用 ・ 御行水用 ）

桶屋権兵衛

あ ら い 桶 l ツ み か き 〔 〕

あ ら い 桶 1 ツ み か き 〔 〕

あ ら い桶 1 ツ み か き 〔 〕

大水樽 3 荷
肴マ）あ直

らしい
〔
桶

〕
1 ツ か わ し ふ へ （マ

米洗桶 1 ツ 新 き

大 ひ し や く 1 本 新 き

御 前大水桶 1 ツ 新 き

お き よ 小かへ l ツ み か き 〔 〕

近江屋金次郎

樫徊1 湯
木薪i勇3二2束

用
・ 雑木薪42束 徊1飯焚 ．

紙屋惣七

御硯箱 1 ツ 役場用

御現石 1 ツ 役場用

御筆 1 対 役場用

御墨 1 梃 役場用

小 刀 1 本 役場用

千枚通 し 1 本 役場用

栗原林平

真木代 （御 台 所薪）

栗原林平

真木代 （ 御 台 所薪）

桶屋権兵衛

大 あ ら い桶 l ツ わ かへ

万屋伝七
御膳米 1 斗 8 升 （4/10-29 I 日 9 叩つ納
め 2 割 5 分滅 し l 升 に つ き 18 17 
御膳米 5 店 4 で ( 5/  1

升
-6

つ
/2 6 1 闊 合ずつ納

め 2 割 5 滅 1 き 16
釜屋権兵衛
深 ｝ l | 無 じ （塁 し ？ ） 釜 （御飯焚用 ） 1 
チt- 1 ツ 久、
藩 内 での 出金願 （領収書 1 2900 に 関 し て ）

山 本屋半兵衛
油 1 升 3 腐 3 夕 2 ］ 明（役行場灯

有
半
明
夜

行
2
灯
つ

1 、 御次通
り 之間 ・ 煮立所 分）
付木 ・ 灯心代 (4/10 - 29分）

油 2 升 （ 同前）

付木 ・ 灯心代 ( 5 月 分）

油 2 升 （ 同前）

付木 ・ 灯心代 (6/1-25分）

万屋伝七
御； 5 悶r1 味噌方20 日 分、 1 升に
つ 18 1 

No  値 段 金換算 銀 銭換算

， I .  0 .  2 

1 . 0 . 2  

， I .  2 .  0 

1 . 2 . 0  

20  93 . 30 I .  2 . 0  250 

2 . 30 

1 . 80 

1 . 30 

13 20 

16 . 00 

14 . 00 

7 50 

35 . 50 

1 .  70 

8 • 1 .  0 .  0 
* 1 . 0 . 0  

1 2  22 . 60 I . 2 .  I 

3 . 00 

2 . 80 

2 . 00 

9 . 00 

3 . 50 

2 . 30 

， I .  2 .  0 

1 2 0 

， • 1 .  0 .  0 
* l 0 . 0  

2 0  0 . 0 .  I * 36 

0 . 0 . 1  * 36 

7 I 1 68 .  60 1 9 .  I . 3 2 . 43 

327 . 00 

841 . 60 

| 2 1 . 45 0 .  1 2  1 72 

2 1 . 45 
* 22288 

1 0  * 22288 
* 6206 
* 176 

* 8400 
* 264 

* 8400 
· 220 

7 54 1 .  69 9 I . 69 

90 85 
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岩淵 令治

付 表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( 8 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

11512  609 い か 3 つ 15 00 

1 1513  609 鰊 3 本 34 . 08 

1 1514  609 鰹節 300 目 36 00 

1 1515  610  鰍 2 本 20 . 68 

1 1516  610  玉子 15 13 50 

1 15 17  6 1 1  鰊 2 本 15 76 

1 1518  6 1 1  志 ち め （ し じ み か ） 3 升 4 50 

1 1519  612  い か 3 ツ 15 . 00 

1 1 520 612  鮎 1 籠 37 . 50 

1 1521 613  鰈 2 本 14 . 85 

1 1 522 613 鮒 2 ツ 11 . 50 

1 1523 614 鮎 1 籠 37 . 50 

1 1524 614  鰍 2 本 22 . 72 

1 1525 615 車海老 20 23 00 

1 1526 615 畑 白 1 枚 16 . 88 

1 1527 616 水仙寺海苔 1 枚 15 50 

1 1528 616 鰹節 500 目 60 . 00 

1 1529 616  い さ き 3 本 13 65 

1 1 530 617  鰍 3 本 34 05 

11531  618  鰊 4 本 27 . 00 

1 1 532 619  鮎 1 籠 37 . 50 

1 1533 619 鮒 2 盃 1 1 . 50 

1 1 534 620 車海老 20 23 . 00 

1 1 535 621 鮎 1 龍 37 . 50 

1 1536 622 車海老 20 23 . 00 

1 1537 622 鮎 1 龍 37 . 50 

1 1538 622 鰊 3 本 29 . 47 

1 1539 623 鰊 2 本 22 . 72 

1 1 540 623 鰻 （ さ ば • あ お さ ば） 1 本 24 . 10 

1 1541 624 車海老 30 34 50 

1 1542 624 あ じ 4 本 1 1  85 

1 1 543 624 鰹節 560 目 77 20 

1 1544 624 口 2 本 24 . 10 

1 1 545 624 鮎 1 籠 37 . 50 

1 1 600 600 塗師福松 1 9  58 . 50 0 . 3 . 3  372 御役人衆 中 様

1 1601 600 御塗平代 15匁
2 組、 金（黙紋

塗
代
直35し匁、

＞
金
） 御紋付、 金ilil掛付 く 50 . 00 

1 1 602 600 御杓子 1 本 （塗直 し 、 金御紋付） 8 . 50 

1 1 700 300 万屋伝七 7 1 40 . 00 2 .  I . 2 2 . 5  野 中 延平様

11701  513  御布 巾 用 上晒布 10尺 40 . 00 

1 1 702 513  板前布 巾 用 花色木綿 5 尺 15 . 00 

1 1703 513  掃除用雑 巾 木綿 1 丈 20 00 

1 1 704 321 御布 巾 井御飯蒸 し き 用上晒布 10尺 40 00 

1 1705 321 次布 巾 用 花色木綿 10尺 20 , 00 

1 1 706 324 御布 巾 井御飯蒸用 晒布 2 尺 5 寸 10 00 
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( 7 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

11222  618  御醤油 5 合 5 . 00 

1 1223  618  沢 あ ん 2 本 2 50 

1 1224 619 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1225 620 御醤油 5 合 5 . 00 

1 1226 621  沢 あ ん 2 本 4 . 50 

1 1227 622 御醤油 5 合 5 . 00 

1 1228 622 諸 白 5 合 （御善酒 用 ） 7 . 25 

1 1 30 0  （松葉屋 か） 1 8  後 欠

1 1301  605  1 丁 132 

1 1302 605 l 丁 132 

1 1303 605 l 丁 132 

1 1304 605 1 丁 132 

1 1305 609 l 丁 132 

1 1306 6 1 1  1 丁 132 

1 1307 612 1 丁 132 

1 1308 612 1 丁 132 

1 1 40 0  625 八百屋磯右衛門 4 353 . 35 5 . 3 . 2  1 40 中 野愛 ＝ 様 ／ 前 欠 忠 1 /3 銀
1 1 2 .  

1 1401  600 どぜ う 5 合 13 . 00 

1 1402 600 上茶 半斤 15 . 00 

1 1403 600 黒豆 5 合 3 . 50 

1 1404 600 初覇昆布 50 目 8 . 00 

1 1405 618 長芋 2 本 10 00 

1 1406 618 和 か布 20わ 5 00 

1 1407 619  冬瓜 1 つ 5 50 

1 1408 620 長 芋 1 本 3 50 

1 1409 620 御 箸 5 袋 5 00 

1 1410  622  新芋之子 2 本 27 00 

1 1 4 1 1  622 塩 2 升 7 . 00 

1 1412  622 坪塩 3 ツ 0 60 

1 1 4 13  623 冬瓜 1 ツ 5 50 

1 14 14  624 御策 3 袋 3 . 00 

1 14 15  624 菜 5 口口 1 . 00 

1 1 500  600 堺屋弥兵衛 2 1 205 . 77 20 . 0 .  I 332 御台 所御役人衆 中 様

1 1501  601  鰍 4 本 27 . 00 

1 1502 602 鯛 2 枚 29 . 55 

1 1503 602 鮒 2 盃 12 27 

1 1504 600 鮎 1 籠 37 . 50 

1 1505 600 鯛 1 枚 29 . 55 

1 1506 606 大鰍 1 本 17 24 

1 1507 607 畑 白 1 枚 （ ま は た の別 名 ） 2 9  52 

1 1508 608 鮎 1 龍 37 . 50 

1 1509 608 大飛鮪 2 盃 45 . 00 

1 1510  608  上海苔 20枚 27 00 

1 1 5 1 1  608 王子 15 13 . 50 
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岩淵 令治

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一 覧 ( 6 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No  値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考
1 1004 507 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1005 508 御醤油 5 合 5 . 00 

1 1006 508 赤味噌 2 斤 6 . 08 

1 1007 5 1 1  御醤油 5 合 5 . 00 

l l008 5 1 1  沢あ ん 1 本 1 .  50 

1 1009 516 御楼油 5 合 5 . 00 

1 1010  5 19  御醤油 5 合 5 . 00 

1 1 0 1 1  5 1 9  沢あ ん 2 本 3 00 

1 1 0 12  52 1  御醤油 5 合 5 00 

1 1013 521  御銚子 3 合 4 . 95 

1 1014  521 御銚子 2 合 3 . 30 

1 1015  522 沢 あ ん 2 本 3 00 

H016  525 沢 あ ん 2 本 3 . 00 

1 1 0 1 7  525 御器油 5 合 5 . 00 

1 10 18  528 沢あ ん 2 本 3 . 00 

1 1 0 1 9  528 御替油 5 合 5 . 00 

1 1 1 0 0 502 松葉屋 □ 口 郎 1 8  * 464 御 用

11 1 0 1  4 1 0  豆腐 1 丁 • 132 

1 1 102 410 豆腐 1 丁 * 132 

1 1 103 423 豆腐 1 丁 * 132 

1 1 104  423 や き 4 ツ * 132 

1 1 105 425 1 丁 * 132 

1 1 200 600 万屋庄兵衛 6 1 25 . 80 2 . 5 . 8  御 台 所御役人衆 中 様
11201  430 酢 3 合 2 . 70 

1 1202 430 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1 203 601 沢 あ ん 2 本 3 . 00 

1 1204 601 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1205 602 御醤油 5 合 5 00 

1 1206 603 み そ l 斤 3 . 03 

1 1207 605 御漿油 5 合 5 . 00 

1 1 208 605 沢あ ん 2 本 3 . 00 

1 1209 607 御銚了• 3 合 4 . 95 

1 12 10  608 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1 2 1 1  608 諸 白 5 合 （御善酒 用 ） 7 . 25 

1 1 2 12  608 酢 3 合 2 . 70 

1 12 1 3  609 御銚子 3 合 4 95 

1 1 2 1 4  609 沢 あ ん 2 本 3 00 

1 1 2 1 5  6 1 1  御醤油 5 合 5 . 00 

1 1 2 16  612  酢 3 合 2 . 70 

1 1 2 1 7  613  沢あ ん 3 . 00 

1 1218  6 13  御醤油 5 合 5 . 00 

1 1 2 1 9  6 1 6  御銚子 5 合 8 . 25 

1 1220 616 御醤油 5 合 5 . 00 

1 122 1  617  沢あ ん 2 本 2 50 
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩台 所方宛請取状一 覧 ( 5 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No  値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考
10921  508  初茄子i責 8 . 00 

10922  508  長芋 3 本 10 . 50 

10923  508 初大冬 瓜 2 ツ 28 . 00 

10924  509 玉子 1 0 ツ 9 00 

10925 509 初茄子漬 4 . 00 

10926  510  守 口 大根 2 本 3 . 00 

10927  510  花丸漬 3 本 2 . 40 

10928 510 三 ツ 葉芹 5 手 1 . 00 

10929 5 1 1  初 白 瓜潰 3 本 3 . 48 

10930 5 1 1  初 茄子漬 8 00 

10931  5 1 1  大玉子 1 0 ツ 9 . 00 

10932  512  乾芋 2 ツ 8 . 00 

10933 513  初茄子漬 10 . 00 

1 0934 5 1 3  黒豆 5 合 3 . 50 

10935 514  初茄子潰 10 . 00 

10936 515 塩 3 升 10 50 

10937 515  沢庵 2 本 3 . 00 

10938 515 三 ツ 葉芹 4 手 0 . 80 

10939 5 1 6  玉子 10ツ 9 . 00 

10940 516 三 ツ 葉芹 5 手 1 . 00 

10941  5 17  沢庵 2 本 3 . 00 

10942 518 根芋 5 本 1 50 

1 0943 5 1 8  長芋 2 本 7 . 00 

10944 519  御箸 5 袋 5 00 

10945 520 坪塩 5 ツ 1 50 

1 0946 520 根芋 7 本 2 . 75 

10947 520 黒豆 5 合 3 . 50 

10948 520 白 胡麻 3 合 3 . 30 

10949 521  長芋 1 本 3 . 50 

10950 521 沢庵 2 本 3 . 00 

10951  522 沢庵 1 本 1 . 50 

10952 522 塩 3 升 10 . 50 

10953 523 長芋 2 本 7 . 00 

1 0954 524  初大冬瓜 2 ツ 25 00 

1 0955 525 上茶 半斤 15 00 

10956 525 根芋 10本 3 . 50 

10957 526  長芋 2 本 7 . 00 

10958 527  新芋之子 1 升 27 . 00 

10959 527  白 瓜潰 4 ツ 4 . 64 

10960 528 黒豆 5 合 3 50 

1 1 000 500 万屋庄兵衛 6 83 . 8 1  1 . 1 . 2 I .  33 御台所御役人衆 中 様
1 1001  502  御正油 5 合 5 00 

1 1 002 505 赤味噌 2 斤 6 . 08 

1 1003 506 御銚子 3 合 4 . 95 
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付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( 4 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考
10722 515 鯛 1 枚 34 . 00 

10723 516 鰊 3 本 33 78 

10724 517 鮎 1 籠 37 . 50 

10725 517 鯛 1 枚 29 55 

10726 518 鯛 1 枚 29 . 55 

10727 519 鰍 3 本 33 78 

10728 519  飽 3 盃 18 . 47 

10729 520 鯛 2 枚 39 . 20 

10730 521 鮎 1 籠 37 . 50 

10731 521  鮪 3 盃 18 . 47 

10732 524 飽 3 盃 18 . 47 

10733 524 鮎 半分 18 . 75 

10734 526 飽 6 盃 37 . 50 

10735 527 鰍 4 本 27 00 

10736 528 鰹節 535 目 64 . 20 

10737 528 鯛 2 枚 33 . 76 

10738 529 鮎 1 籠 37 . 50 

1 0800  500 松葉屋銀次郎 1 8  * 532 御用

10801 501  1 丁 * 132 

10802 513 半丁 *64 

10803 520 1 丁 * 132 

10804 521  半丁 *64 

10805 524 1 丁 * 132 

1 0 900 530 八百屋磯右衛門 4 368 . 74 6 . 0 . 2  240 中 野愛三様
10901 501 初院元小角 豆 6 わ 5 . 40 

10902 501 初木瓜漬 3 本 2 . 76 

10903 501 長芋 3 本 10 . 50 

10904 501 王子 1 0 ツ 9 . 00 

10905 502 根芋 5 本 1 . 50 

10906 502 菜漬 2 手 0 60 

10907 503 初院 元小角 豆 6 わ 5 40 

10908 503 初木瓜漬 4 本 3 . 68 

10909 504 椎茸 20 8 . 00 

10910 504 菜 1 手 0 . 20 

109 1 1  504 坪塩 5 ツ 1 . 50 

10912  504 初木瓜漬 4 本 3 . 68 

10913 504 塩 1 升 3 50 

10914  506  初木瓜漬 4 本 2 70 

10915  506 三 ツ 葉芹 7 手 1 40 

10916  507  上茶 半斤 15 . 00 

10917  507 初木瓜漬 3 本 2 70 

10918 507 黒豆 5 合 3 . 50 

10919  507 御箸 5 袋 5 . 00 

10920 508 木瓜漬 2 本 1 . 85 
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一 覧 ( 3 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

10310  427 守 口 大根 1 本 4 1 . 50 

1 0400  400  壺屋忠三郎 1 3  275 . 00 4 . 2  5 

10401 413 丸 ホ
゜ ヲ ル 1 斤 35 . 00 

10402 413 粕庭羅 半釜 60 . 00 

1 0403 4 13  白 煎餅 100枚 100 . 00 

10404 413 金平糖 1 斤 50 . 00 

10405 413 白 砂糖 1 斤 15 00 

10406 413 白 砂糖 1 斤 15 00 

1 0 500  500  紙屋惣七 1 2  1 9 . 00 0 .  I . 3 I .  75 中 野様

10501 413 岩城紙 1 束 （御膳図整用） 19 00  

1 0600  400  万屋庄兵衛 6 63 . 86 御台所御役人衆 中

10601 410  赤味噌 1 升 9 . 50 

10602 412 御正油 5 合 5 . 00 

10603 414 御正油 5 合 5 . 00 

10604 418 御正油 5 合 5 . 00 

10605 423 御正油 5 合 5 . 00 

10606 425 御正油 5 合 5 . 00 

10607 426 御銚子 3 合 4 . 95 

10608 426 赤味噌 2 斤 6 . 08 

10609 429 御正油 5 合 5 . 00 

10610  429  赤味噌 2 斤 6 . 08 

10611  429  諸 白 5 合 （御膳酒用） 7 25 

1 0 700  500  堺屋弥兵衛 2 I 1 35 .  28 1 0 . 3 . 2  457 御台所御役人衆 中 様

10701 501  極上干 白 魚 10把 57 . 50 

10702 501  鮎 l 籠 37 50 

10703 502 川 貝 2 升 3 00 

10704 503 鯛 1 枚 29 . 55 

10705 503 福子 2 本 41 00 

10706 504 川 貝 2 升 3 00 

10707 505 鰹節 500 目 60 00 

10708 505 鯛 1 枚 29 55 

10709 505 鯛 1 枚 34 00 

10710  505 玉子 10宇 9 00 

1071 1  505  川 貝 1 升 1 50 

10712  507 鮎 1 籠 37 50 

10713  508  鯛 1 枚 47 . 76 

10714  509  鯛 l 枚 34 . 00 

10715  5 1 1  鯛 半 身 14 . 77 

10716  512  王子 10宇 9 . 00 

10717  5 12  鯵 4 本 23 . 50 

10718  513  い さ き 2 本 9 . 10 

10719 513  い か 2 枚 15 50 

10720 514 鯛 1 枚 29 55 

10721 514 鰹節 500 目 60 00 
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岩淵 令治

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一覧 ( 2 )

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

10220 414 久輪井 15  6 . 00 

10221  415  芹 8 手 1 80 

10222 416 大木勺子 2 本 4 . 50 

10223 418  長芋 2 本 7 00 

10224 418 銀南 1 合 0 . 90 

10225 418 大玉子 1 0 ツ 9 0 0  

10226 418  芹 3 手 0 . 60 

10227 418  半へん 魅 1 0 ツ 2 . 00 

10228 420 生か 2 合 0 . 70 

10229 420 半へん 魅 1 0 ツ 2 . 00 

10230 421 玉子 1 0 ツ 9 . 00 

10231 421 わ ら び 3 手 0 . 90 

10232 421 芹 3 手 0 . 60 

10233 422 長芋 2 本 7 . 00 

1 0234 422 芋之子 1 本 3 . 20 

10235 422 椎茸 10 ツ 4 00 

10236 423 沢庵 1 本 1 50 

10237 423 芹 5 手 1 . 00 

10238 424 芋之子 1 本 3 . 20 

10239 424 長芋 3 本 10 . 50 

10240 425 こ ん に ゃ く 3 丁 0 . 60 

10241 425 若布 30わ 7 . 50 

10242 425 椎茸 1 0 ツ 4 . 00 

10243 425 院 （ 隠） 元豆 5 合 1 1  00 

10244 425 玉子 1 0 ツ 9 00 

1 0245 426 菜 l 手 0 . 20 

10246 426 わ ら び 3 手 0 . 90 

10247 426 う ど 5 本 1 .  75 

10248 426 牛房 7 本 4 . 90 

10249 427 芹 3 手 0 . 60 

10250 427 玉子 10 ツ 9 . 00 

10251 428 蓮根 2 本 6 . 00 

10252 429 味噌潰茄子 1 ツ 2 . 00 

10253 429 木瓜 5 本 3 . 90 

1 0300 429 八百屋磯右衛門 4 53 . 50 3 . 0 . 2  1 64 中野愛三様

10301 410  守 口 大根 3 本 4 . 50 

10302 413  ふ な漬 瓜 l 舟 8 . 00 

10303 4 16  ふ な潰 瓜 1 舟 8 . 00 

10304 418 ふ な 漬 瓜 1 舟 8 00 

10305 419 か す漬茄子 1 ツ 2 50 

10306 420 か す漬茄 了· 1 ツ 2 . 50 

10307 421  ふ な漬 瓜 1 舟 8 . 00 

10308 423 かす潰茄子 1 ツ 2 . 50 

10309 425 ふ な泊 瓜 1 舟 8 . 00 
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 3 蓮池藩台所方宛請取状一 覧 ( I )

1 0 1 0 1 
註 1 番号の桁の表記は右の 通 り LJ L__J L__J 

① ② ③ 

① 冊番号 （ 1 ＝ 帳簿 1 、 2 ＝ 帳簿 2 )
② 請取状の番号 （綴 ら れた順、 な お帳簿 l の場合は 13 ま でが833-7、 14以降が833-26 に 対応す る ）
③ 品 目 の順 （掲載順、 00 に は 各請取状 の 見 出 し と し て 、 差出 日 ・ 差 出 人 ・ 宛先 と 合計額 を 示 し た ）

2 日 付 番号の末尾 2 桁00 の 日 付は 差 出 日 、 ほ か は 納 品 日 。 な お 、 月 の み の も の は 日 を 「00」 で示 し た 。

3 品 目 名 は 基本的に 原 史料の表記に 従 っ た 。 ま た 、 No の項は 表12の No の項に 対応。

4 金額の 単位 銀 ＝ 匁 （毛以下 は切 り 捨て ） 金 ＝ 両 ・ 分 ・ 朱 銭 ＝ 文 な お 、 ＊ 以外は 銀 を 換算 し た 値

であ る 。

番号 日 付 差 出 ・ 品 目 No 値 段 金換算 銀 銭換算 宛 先／備 考

1 0 1 00 400  堺屋弥兵衛 2 327 . 54 5 .  1 . 3 2 1 2  御台所御役人衆 中様／前欠

10101  4 14  飽 3 ツ 12 90 

10102 414  鯛 1 枚 29 . 55 

10103 415 白 魚 5 合 30 . 90 

10104 416 き す 5 本 12 . 75 

10105 416  平貝 2 枚 12 . 20 

10106 418 鯛 3 枚 1 7 . 82 

10107 419 鮒 2 ツ 1 1 . 16 

10108 420 鰊 （ こ ち ） 2 本 13 50 

10109 421  鯛 2 枚 22 . 16 

10 1 10  423  伊勢海老 3 ツ 1 1 . 25 

1 0 1 1 1  424 ふ つ こ 3 本 15 . 50 

10 1 12  425  鯛 2 枚 1 1 . 88 

101 13  426  鯛 1 枚 22 . 16 

10114  426  鯛 1 枚 32 . 00 

1 0200  429  八百屋磯右衛門 4 223 . 95 3 . 23 448 中 野愛三様

10201  4 1 0  木勺子 3 本 5 . 40 

10202 410 塩 5 升 17 50 

10203 410  御箸 5 袋 5 00 

10204 410 御や う じ 箸 1 袋 0 70 

10205 4 1 1  菜 2 手 0 40 

10206 4 1 1  浅草海苔 10枚 6 . 00 

10207 4 1 1  若 布 3 0 わ 7 . 50 

10208 4 1 1  次 箸 1 袋 0 . 60 

10209 4 1 1  花焼布 80 ツ 8 . 00 

10210 4 1 1  宇津焼布 30 ツ 4 . 50 

102 1 1  4 1 2  沢庵 1 本 1 . 50 

10212 412  芹 7 手 1 . 40 

10213 413 久輪井 10 ツ 4 . 00 

10214 413  白胡麻 2 合 5 タ 2 . 75 

10215 413 蔦菜 2 合 4 . 00 

10216 413 物煎 1 枚 1 . 00 

10217 414  長芋 4 本 14 . 00 

10218 414  わ ら び 4 手 1 . 20 

10219 414  独活 5 本 1 .  75 
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岩淵 令治

付 表 2 出 入商人 ・ 職人 と 商 品 ( 8 )

番号 日 付 品 目

1 1308 612  1 丁

1 9  塗 師福松

11602 600 胃f)子 1 本 （ 塗 直 し 、 金御紋

1 1601 600 御付
平
く 吃代

2 組

15匁
（黒

、 麟
令紋代

し 、
35

金

匁
御
＞
紋
）

付、 金御掛

20 桶屋権兵衛

12001 404 あ ら い桶 l ツ みか き 〔 〕

12002 404 あ ら い桶 1 ツ みか き 〔 〕

12003 404 あ ら い桶 ］ ツ みか き 〔 〕

12009 404 お き よ 小か へ 1 ツ み か き く
わへ

12008 404 御前大水桶 1 ツ 新 き

12005 404 肴 あ
（
マらマし ヽ嬰 1 ッ カ ヽ わ し ふ

へ ） し 〔 〕
12501 600 大 あ ら い 桶 l ツ わ か へ

12006 404 米洗桶 1 ツ 新 き

12007 404 大 ひ し や 〈 1 本 新 き

12004 404 大水樽 3 荷 〔 〕

2 1  会友 （ ナ ン キ ン 御料理）

22301 419  シ ャ ン パ ン 1 本

22 更科

22501 424 さ ら し な そ ば

23 吉 田 屋幸八

20801 429 御刺 ミ

20804 510  御 剌 ミ

20806 5 1 1  御刺 ミ

値 段 番号 日 付 品 目
* * 132 20808 512 御剌 ミ

20809 515  御剌 ミ

8 . 5  21202 御刺 ミ

50 20811 516 鯛刺 ミ

20202 413 御 刺 身 ・ 御 煮 肴

2 . 3  20803 503 御 口 取 御 焼 介 御 刺 身 7 
人分

1 .  8 20807 5 1 1  御煮肴

1 3 21203 御煮肴

1 7 20810 515 御煮染

35 . 5  20209 417 煮肴 15人 前

1 6  20208 416 煮肴20 人前
· o . o . 1 * * 36 20207 416 煮肴40人 前

14 20812  522  上御口 取

7 5 20206 416 上御 口 取 ・ 御鉢肴

13 2 20813 522 上御鉢肴

20802 429 御ぶ た 鍋
*3 . 0  2 20805 510 御ぶ た 鍋

21201 御吸 も の 2 ツ
*0 . 1  20201 413 御吸物 5 ツ

20203 413 汁 • 平 ・ 香物

20 20204 413 平 ・ 煮染 ・ 香之物

20 20205 413 め し

45 
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値 段

20 

20 

15  

25 

50 

165 

50 

15 

20 

45 

60 

120 

35 

75 

25 

15 

1 5  

， 

15 

45 

40 

15 



旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 2 出 入商 人 ・ 職人 と 商 品 ( 7 )

番号 日 付 品 目 値 段 番号 日 付 品 目 値 段

20312 425 有平巻 100本 150 21602 602 吉野古 10 35 

20901 501  有平巻 100本 150 10405 413 白 砂糖 1 斤 15 

20905 509 有平巻 100本 150 20903 504 白 砂糖 l 斤 15 

20909 5 15  有平巻 100本 150 20904 508 白 砂糖 1 斤 15 

20310 424 巻煎餅 100枚 100 20915 518 白 砂糖 l 斤 15 

20315 426 巻煎餅 100枚 100 20916 520 白 砂糖 1 斤 15 

20308 421 巻煎餅 150枚 150 10406 413 白 砂糖 1 斤 15 

21613 616  白 煎餅 50枚 50 20309 421 白 砂糖 1 斤 （御臨時用 ） 7 . 5  

21619  621 白 煎餅 50枚 50 21606 607 白 砂糖 1 斤 （御臨時用） 15 

10403 413 白 煎餅 100枚 100 1 4  松某屋藤兵衛

20304 414 杉 田 煎餅 100枚 100 22601 424 御菓子 7 品 27 . 5  

20303 414  朝 日 煎餅 100枚 100 1 5  三州屋善蔵 * I 

20306 415  唐草煎餅 100枚 100 22801 405 御干菓子 * l 

20919 522 紅葉狩 10 20 1 6  三河屋政治

21608 611  紅葉狩 10 40 22701 413 御干菓子 *0 . 2  

21612  614  紅葉狩 10 40 1 7  松葉屋松吉

20928 531 山 吹 巾純 （ き ん と ん ） 10  30 21301  600 や き 6 丁 * * 2000 

20910 512  山 吹 巾 純 （ き ん と ん ） 18 1 15 1 8  松葉屋銀次郎

21617  621 小豆 巾 純 （ き ん と ん ） 10  20  10802 513 半丁 * *64 

10401 413  丸 ホ
゜
ヲ ！レ 1 斤 35 10804 521 半丁 * * 64 

20307 419 丸 ホ
゜
ヲ ル 1 斤 35 10801  501  1 丁 * * 132 

10402 413  粕庭羅 半釜 60 10803 520 l 丁 * * 132 

21614  616  粕庭羅 半釜 60 10805 524 l 丁 • • 132 

20911  518  狸 々 桂 10 40  1 1 105 425 1 丁 · • 132 

20923 524 狸々 桂 10 40 2 1903 410 1 丁 • • 132 

21603 606 時雨夜 10 20 1 1 101  410 豆腐 l 丁 · • 132 

2 161 1  614  時雨夜 10 20 1 1 102 410 豆腐 l 丁 * * 132 

20912 518 八 重 山 吹 10 40 1 1 103 423 豆腐 l 丁 * * 132 

20902 504 百夜 〈 わ （香） 1 斤 100 21902 410 4 丁 • • 532 

20926 524 鳴戸巻 10 30 2 1904 426 や き • * 500. 

20922 524 有平 入干菓子 1 盛 40 20602 521 や き l 束 * *3332 

10404 413  金平糖 1 斤 50 20603 522 や き 1 束 · · 1000 

21601  602 紅梅餅 10 45 20601 518 や き 2 丁 * *664 

20927 531 三保の 浦 10 30 21901 417  や き 2 丁 * *664 

20913 518  柴 の 雪 10 40 1 1 104 423 や き 4 ツ · • 132 

21618 621 初雪陸頭 20 20604 524 生 と う ふ 1 丁半 · · 200 

21616  617  初霜 1 斤半 120 1 8  （ 後 欠 松葉屋 か）

21604 606 蒸羊か ん 10 20 11301  605 1 丁 ..• 132 

20918 522 水仙巻 10 30 1 1 302 605 1 丁 * * 132 

20914 518 東雲巻 10 45 1 1303 605 1 丁 * * 132 

20907 512 宇 治 の 里 20 70 1 1 304 605 1 丁 • • 132 

20908 515  遠州模様 20 70 1 1305 609 1 丁 · • 132 

20924 524 葛 鹿 の 子 10 35 1 1306 6 1 1  l 丁 • • 132 

2 1609 6 1 1  葛 陸頭 10 20 1 1307 612 1 丁 * * 132 
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岩淵 令治

付表 2 出 入商人 ・ 職人 と 商 品 （ 6 )

番号 日 付

10601 410 

10608 426 

10610 429 

1 1002 505 

1 1006 508 

20103 410  

1 1206 603 

22105 626 

1 1 2 1 7  613  

1 1008 5 1 1  

22106 626 

1 1 0 1 1  5 19  

1 10 15  522  

1 1016  525  

1 1018  528  

1 1203 601 

1 1208 605 

1 12 14  609 

1 1 22 1  6 17  

1 1223  618 

1 1226 621  

20116  4 17  

20734 523 

20106 410  

20102 410 

12601 400 

12602 500 

13003 600 

13001 600 

13004 600 

13002 600 

1 1701  513  

1 1 704 321 

1 1706 324 

1 1705 321  

1 1703 513 

1 1 702 513 

品 目

赤味噌 1 升

赤味噌 2 斤

赤味噌 2 斤

赤味噌 2 斤

赤味噌 2 斤

赤味噌 2 斤

み そ 1 斤

み そ 半斤

沢あ ん

沢 あ ん 1 本

沢あ ん 1 本

沢あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢あ ん 2 本

沢あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢 あ ん 2 本

沢 あ ん 3 本

塩 2 升

白砂糖 1 斤

上干五拾分
7 万屋伝七
oo膳 ね I 晶げI 4( 10-29 1 13 9  釘つ納
め 5 升につ き ］8 17
御，，＂ 人

2 打l
5
5 分1•減

4 合

し
（5

I/ 1I卜·
6つ/2

き
616I

7匁
LI

）
9 合ずつ納

徊1 米 1 斗 5 升 ( 1 升 に つ き
1 6  7匁 ）

御昇 5 プト （御7味匁噌
） 

方20 日 分、
1 に つ き 18 1 
大豆 l 斗

大豆 3 升 3 合 3 夕 3 オ

御布 巾 用上晒布 10尺
御度 巾 ）f御飯 蒸 し き 用 上晒布
10 
御
5

布寸＾ I Il -)f 御飯 蒸 用 晒布 2 尺

次布 巾 用 花色木綿 10尺

掃除用雑 巾 木綿 l 丈

板前布 巾 用 花色木綿 5 尺
8 近江屋金次郎

12101  000 樫
衡1

木
飯

薪
焚

3_·2束
御 湯

・ 雑
湧

木二 薪
用

42束

9 栗原林平
12301 604 真木代 （御台所薪）
12401 604 真木代 （御台所薪）
11901 429 真木代 （御飯焚用 ・ 御行水用）

値 段 番号 日 付

9 . 5  1 1801 429 

6 08 

6 . 08 12902 400 

6 . 08 12904 500 

6 . 08 12906 600 

5 12903 500 

3 . 03 12905 600 

1 . 51 12901 400 

3 

1 .  5 22203 

1 .  5 22202 

3 22204 

3 22205 

3 22201  

3 

3 10501 413  

3 2 1501 

3 2 1 502 

2 . 5  12201  414  

2 5 12202 414 

4 . 5  12203 414 

3 12204 414  

2 . 37 12205 414  

1 1 . 5  12206 414  

12  

20311  425  

327  20917  520  

841 6 20920 522 

250 . 5  20925 524 

90 . 85 20930 531 

147 . 0 1 20301 413 

53 . 33 20302 413 

40 21620 621 

40 2 162 1  623 

10 2 16 15  616 

20 20313 425 

20 20314 426 

15 20929 531 

20305 414  

* 1 . 0  2 1 605 607 

2 16 10  613  

* 1 . 2  20921 524 
· 1 20910 516 

* l 2 0 2 1607 609 
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品 目

真木代 （御飯焚用 ）
1 0  山 本屋半兵衛

付木 ・ 灯心代 (4/1 0 - 29分）

付木 ・ 灯心代 ( 5 月 分）

付木 ・ 灯心代 (6/ 1-25分）

油 2 升 ( 5 月 分）

油 2 升 (6/1 - 25分）
油 l 升註 3 “i オ行（役灯場半

有
夜
開1

2
行つt分

r l） 、 御次通 り
之間 ， 立 明

1 1 出 雲屋武兵衛
金張ニ ツ 組盃 1 組 （御 洒＿
ツ 用 ？ ）

染付徳利 4 本 （拝領用 ）

大猪 口 盃 10 ツ （拝領用）

猪 口 盃 1 0 ツ （拝領用）
箱
焼イ

入
寸用

銀
）
楼徳利 1 本 （御 銚子

1 2  紙屋惣七

岩城紙 1 束 （御膳図整用）
岩城紙 1 束 （ 御賠 図 升 注文
：Jい外整用 ）
杉原 3 帖 （御菓子土産御包用）

御硯箱 1 ツ 役場用

御現石 1 ツ 役場用

御箪 1 対 役場用

御墨 1 梃 役場用

小刀 1 本 役場用

千枚通 し 1 本 役場用
1 3  壺屋忠三郎

上千菓子 1 斤半

上御干菓子 1 斤半

上御干菓子 1 斤半

上御干葉子 1 斤半

御干菓子 2 盛

干菓子

干菓子

干菓子 1 斤半

干菓子 1 斤半

干菓子 三人前

雪太 白 半斤

雷太 白 半斤

雪太 白 1 斤

雪太 白 1 斤

雪太 白 l 斤

雪太 白 1 斤

極別製入念 有平糖 1 斤

有平巻 40本

有平巻 50本

値 段
* 1 . 0  2 

* * 176  
* * 264 
* * 220 

* * 8400 
* * 8400 
* * 6206 

14 . 5  

23  

18 . 5  

1 2  

29  

28 

28 

1 2  

3 

2 . 8  

2 

， 

3 5 

2 . 3  

120  

120  

120 

120 

60 

30 

15 

120 

120 

90 

15 

1 5  

30  

30  

30  

30  

1 50  

60  

75 



旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職人

付表 2 出 入商人 ・ 職人 と 商 品 ( 5 )

番号 日 付 品 目 値 段 番号 日 付 品 目 値 段
20710 510 御銚子 5 合 8 . 25 10602 412 御正油 5 合 5 

20712 512 御銚子 5 合 8 . 25 10603 414 御正油 5 合 5 

20719 514  御銚子 5 合 8 . 25 1 0604 418  御正油 5 合 5 

20721 516  御銚子 5 合 8 25 10605 423 御正油 5 合 5 

20723 518 御銚子 5 合 8 . 25 10606 425 御正油 5 合 5 

20728 522 御銚子 5 合 8 25 10609  429  御正油 5 合 5 

20731 522 御銚子 5 合 8 25 1 1001  502 御正油 5 合 5 

20733 523 御銚子 5 合 ( 3 合の誤 り か） 4 . 95 1 1005 508 御醤油 5 合 5 

20735 524 御銚子 5 合 8 . 25 l l 007 511 御醤油 5 合 5 

20737 525 御銚子 5 合 8 . 25 1 1009 516 御醤油 5 合 5 

20738 525 御銚子 5 合 8 . 25 1 1 0 1 0  5 19  御醤油 5 合 5 

21710  612  御銚子 5 合 8 . 25 1 1 0 1 2  5 2 1  御醤油 5 合 5 

21712  617  御銚子 5 合 8 . 25 1 1 0 1 7  525 御醤油 5 合 5 

207 1 1  5 1 1  御銚子 1 升 16 . 5  1 1 0 1 9  528 御醤油 5 合 5 

21718  623  御銚子 1 升 16 . 5  1 1205 602 御醤油 5 合 5 

20120 423 御銚子 2 升 33 1 1207 605 御醤油 5 合 5 

20702 503 御銚子 2 升 33 1 1 2 1 5  6 1 1  御醤油 5 合 5 

201 14  4 17  御銚子 3 升 49 . 5  1 1 2 1 8  6 1 3  御醤油 5 合 5 

201 13  416  御銚子 5 升 82 5 1 1220 616 御醤油 5 合 5 

20701 501 諸 白 5 合 7 . 25 1 1222 618 御雅油 5 合 5 

20706 508 諸 白 5 合 7 . 25 1 1225 620 御醤油 5 合 5 

20739 525 諸 白 5 合 7 . 25 1 1227  622  御醤油 5 合 5 

1 1 2 1 1  608 諸 白 5 合 （御善酒 用 ） 7 . 25 20104  410 御醤油 5 合 5 

1 1 228 622 諸 白 5 合 （御善酒用） 7 . 25 20715  513  御雅油 5 合 5 

20713 512 諸 白 5 合 （御普酒用） 7 . 25 20729 522 御替油 5 合 5 

106 1 1  429 諸 白 5 合 （御膳酒用） 7 . 25 20741  526 御醤油 5 合 5 

2170 1  53 1  諸 白 酒 5 合 （御善酒 用 ） 7 . 25 20108 412  次正 ゆ 1 升 7 5 

20123 426 諸 白 1 升 14  5 20 1 1 5  417  次正油 l 升 7 . 5  

20124 426 諸 白 l 升 14 . 5  20 1 2 1  423 次正油 1 升 7 . 5  

20709 509 諸 白 1 升 14 . 5  2 1 7 18  623 次正ゆ 2 升 15 

20720 5 15  諸 白 1 升 14 . 5  20726 522 次正油 3 升 22 . 5  

20722 518 諸 白 1 升 14 . 5  20740 526 醤油 1 5 

20725 520 諸 白 l 升 14 5 22102  625 酢 1 合 0 . 9  

20732 522 諸 白 1 升 14  5 20714  513 徘 2 合 1 . 8  

20 1 17  418  諸 白 2 升 29  20736 524 酢 2 合 1 . 8  

20730 522 諸 白 2 升 29  20 1 18  420 酢 3 合 2 . 7  

22103 626 諸 白 2 升 29  1 1 20 1  430 徘 3 合 2 7 

201 12  414  諸白 3 升 43 5 1 1 2 1 2  608 酢 3 合 2 7 

2 1 719  623  諸 白 3 升 43 5 1 1 2 1 6  6 1 2  徘 3 合 2 7 

22107 626 諸 白 3 升 43 . 5  20105  410  徘 3 合 2 7 

20107 412  諸白 4 升 58 20704 505 酢 3 合 2 7 

20110  413  諸 白 4 升 58 20718 514 酢 3 合 2 . 7  

20727 522 諸 白 4 升 58 20724 519 酢 3 合 2 . 7  

2 1720 623 諸 白 4 升 58 20741 527 ぶ と う 酒 1 升 37 5 
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岩淵 令治

付表 2 出 入商人 ・ 職人 と 商 品 ( 4 )

番号 日 付 品 目 値 段 番号 日 付 品 目 値 段

10919 507 御箸 5 袋 5 21403 613  山 芋 1 本 * *500 

10944 519  御箸 5 袋 5 21402 521 白 箸 • • 72 

1 1409 620 御箸 5 袋 5 6 万屋庄兵衛

20410 426 次箸 10 人前 0 . 6  1 1014  521 御銚子 2 合 3 . 3  

20407 416  次箸 30人前 1 8 10607 426 御銚子 3 合 4 . 95 

10208 4 1 1  次箸 1 袋 0 . 6  1 1003 506 御銚子 3 合 4 95 

21009 522 次箸 5 袋 3 1 1004 507 御銚子 3 合 4 95 

10204 410  御や う じ 箸 1 袋 0 7 1 1013  521  御銚子 3 合 4 95 

10227 418 半へん 魅 10 ツ 2 1 1202 430 御銚子 3 合 4 95 

10229 420 半へん 魅 1 0 ツ 2 1 1204 601 御銚子 3 合 4 95 

10210 411 宇津焼布 30 ツ 4 . 5  1 1209 607 御銚子 3 合 4 95 

10209 4 1 1  花焼布 80 ツ 8 11210  608 御銚子 3 合 4 95 

10913 504 塩 1 升 3 . 5  1 1213  609 御銚子 3 合 4 . 95 

1 141 1  622 塩 2 升 7 1 1224 619 御銚子 3 合 4 . 95 

10936 5 15  塩 3 升 10 . 5  201 1 1  414  御銚子 3 合 4 . 95 

10952 522 塩 3 升 10 . 5  20122 424 御銚子 3 合 4 . 95 

10202 410  塩 5 升 1 7  5 20125 429 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1412 622 坪塩 3 ツ 0 . 6  20703 505 御銚子 3 合 4 . 95 

20406 410  坪塩 3 ツ 0 6 20705 506 御銚子 3 合 4 . 95 

10911  504 坪塩 5 ツ 1 5 20707 509 御銚子 3 合 4 . 95 

10945 520 坪塩 5 ツ 1 . 5  20708 509 御銚子 3 合 4 . 95 

10916 507 上茶 半斤 15 20716 513 御銚子 3 合 4 . 95 

10955 525 上茶 半斤 15 20717 514  御銚子 3 合 4 . 95 

1 1402 600 上茶 半斤 15 20742 527 御銚子 3 合 4 . 95 

1 1406 618  和か布 20わ 5 2 1702 602 御銚子 3 合 4 . 95 

10207 4 1 1  若布 30 わ 7 . 5  2 1703 603 御銚子 3 合 4 . 95 

10241 425 若布 30 わ 7 . 5  2 1704 604 御銚子 3 合 4 . 95 

21011  525  極上葛 半斤 26 2 21705 604 御銚子 3 合 4 . 95 

20409 425 上葛 半斤 16 8 2 1706 605 御銚子 3 合 4 . 95 

20403 410  氷昆若 10ツ 0 . 9  2 1707 606 御銚子 3 合 4 . 95 

10240 425 こ ん に ゃ く 3 丁 0 . 6  2 1 708 609 御銚子 3 合 4 95 

10214 413 白 胡 麻 2 合 5 タ 2 . 75 2 1709 610 御銚子 3 合 4 . 95 

10948 520 白 胡 麻 3 合 3 . 3  2 17 1 1  614  御銚子 3 合 4 . 95 

10222 416  大木勺子 2 本 4 . 5  21713  618  御銚子 3 合 4 95 

10201 410 木勺子 3 本 5 . 4  21714  619  御銚子 3 合 4 . 95 

1 1401 600 どぜ う 5 合 13 21715 620 御銚子 3 合 4 95 

10219 414 独活 5 本 1 75 21716  623  御銚子 3 合 4 . 95 

10216 413  物煎 1 枚 1 22101  625  御銚子 3 合 4 95 

20404 410  狸々 海苔 1 枚 0 3 22104 626 御銚子 3 合 4 . 95 

10206 4 1 1  浅草海苔 10枚 6 1 12 19  616  御銚子 5 合 8 . 25 

2 1008 522 水仙寺海苔 1 枚 15 20101  410  御銚子 5 合 8 25 

1 1404 600 初覇昆布 50 目 8 20109 412 御銚子 5 合 8 . 25 

5 丹波屋徳兵衛 20119  421  御銚子 5 合 8 25 

21401 521 ね き · · 100 20126 429 御銚子 5 合 8 . 25 
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 2 出 入商人 ・ 職人 と 商 品 （ 3 )

番号 日 付 品 目 値 段 番号 日 付 品 目 値 段

10942 518 根芋 5 本 1 5 1 0950 521 沢庵 2 本 3 

10946 520 根芋 7 本 2 . 75 20408 4 1 6  沢庵 5 本 7 . 5  

21006 522 根芋 7 本 2 . 45 10920 508 木 瓜漬 2 本 1 . 85 

10958 527 新芋之子 1 升 27 10902 501  初木瓜漬 3 本 2 . 76 

1 1410  622  新芋之子 2 本 27 10917  507  初木瓜漬 3 本 2 7 

1 0234 422 芋之子 1 本 3 . 2  10908 503 初木瓜潰 4 本 3 . 68 

10238 424 芋之子 1 本 3 . 2  10912  504  初木瓜漬 4 本 3 . 68 

10235 422 椎茸 1 0 ツ 4 10914  506 初木瓜漬 4 本 2 . 7  

10242 425 椎茸 1 0 ツ 4 10302 413  ふ な漬 瓜 1 舟 8 

20402 410 大椎茸 1 5 ツ 12 10303 416  ふ な漬瓜 1 舟 8 

1 0909 504 椎茸 20 8 1 0304 418 ふ な漬瓜 1 舟 8 

1 1407 619 冬瓜 1 つ 5 . 5  10307 421  ふ な漬 瓜 1 舟 8 

11413  623 冬 瓜 1 ツ 5 . 5  10309 425 ふ な漬瓜 1 舟 8 

10923 508 初大冬 瓜 2 ツ 28 10925 509 初茄子潰 4 

10954 524 初大冬 瓜 2 ツ 25 10921  508  初茄子漬 8 

21001  513  初木瓜 5 本 3 . 6  10930 5 1 1  初茄子潰 8 

21002 518  初木瓜 5 本 3 6 10933 5 13  初茄子漬 10 

10253 429 木瓜 5 本 3 . 9  10935 514 初茄子漬 10 

10243 425 院 （ 隠） 元豆 5 合 1 1  10310  427  守 口 大根 1 本 1 5 

10901 501  初院元小角 豆 6 わ 5 . 4  10926 510 守 口 大根 2 本 3 

10907 503 初院元小角 豆 6 わ 5 . 4  10301  410  守 口 大根 3 本 4 5 

10231 421 わ ら び 3 手 0 . 9  10305 419 か す漬茄子 l ツ 2 . 5  

10246 426 わ ら び 3 手 0 . 9  10306 420 か す漬茄子 1 ツ 2 5 

10218 414  わ ら び 4 手 1 .  2 10308 423 か す潰茄子 1 ツ 2 5 

10213  413  久輪井 1 0 ツ 4 10929 5 1 1  初 白 瓜漬 3 本 3 . 48 

10220 414 久輪井 15 6 10959 527 白 瓜漬 4 ツ 4 . 64 

20405 410 大根 1 本 0 . 35 10252 429 味噌漬茄子 1 ツ 2 

21003 522 大根 4 本 1 . 2  10906 502 菜漬 2 手 0 6 

20412 426 連根 1 本 3 10927 510  花丸漬 3 本 2 . 4  

10251  428  蓮根 2 本 6 10225 418  大玉子 10ツ ， 

21004 522 午帝 5 本 3 . 5  10931  511  大玉子 10ツ ， 

10248 426 牛房 7 本 4 9 10230 421  玉子 10ツ ， 

10228 420 生か 2 合 0 . 7  10244 425 玉子 10ツ ， 

10247 426 う ど 5 本 1 75 10250 427 玉子 10ツ ， 

21005 522 蓉荷竹 1 本 0 15  10904 501  玉子 10ツ ， 

21010  525  大玉上批把 1 0 わ 40 10924 509 玉子 10ツ ， 

10932 512 乾芋 2 ツ 8 10939 516 玉子 10ツ ， 

10224 418 銀南 l 合 0 . 9  10918  507 黒豆 5 合 3 . 5  

1 02 1 1  4 12  沢庵 1 本 1 . 5  10934 513  黒豆 5 合 3 5 

10236 423 沢庵 1 本 1 5 10947 520 黒豆 5 合 3 5 

10951  522 沢庵 1 本 1 5 10960 528 黒豆 5 合 3 . 5  

20411  426  沢庵 1 本 1 5 1 1403 600 黒豆 5 合 3 5 

10937 515 沢庵 2 本 3 1 1414  624 御箸 3 袋 3 

10941 517 沢庵 2 本 3 10203 410  御箸 5 袋 5 
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岩淵 令治

付表 2 出 入商 人 ・ 職人 と 商 品 ( 2 )

番号 日 付 品 目 値 段 番号 日 付 品 目 値 段

20504 410 鮒 5 ツ 22 . 75 10105 416  平貝 2 枚 12 . 2  

2 1 109 522 鮒 5 盃 30 8 1  10104 416  き す 5 本 1 2 . 75 

1 0734 526 鮒 6 盃 37 . 5  21802 604 せ り な 3 把 1 .  5 

20505 410 鰹 45 目 l 丁 6 101 10  423 伊勢海老 3 ツ 1 1 . 25 

20506 411 鰹 200 目 5 本 24 20503 410 蒲鉾板付 l 枚 1 8 . 75 

1 1514  609 鰹節 300 目 36 11518 6 1 1  志 ち め （ し じ み か） 3 升 4 5 

2 1807 623 鰹節 300 目 36 205 1 1  423 む き み 5 合 3 . 32 

10707 505 鰹節 500 目 60 11510 608 上海苔 20枚 27 

10721  514  鰹節 500 目 60 11527 6 16  水仙寺海苔 1 枚 15 . 5  

1 1528 616 鰹節 500 目 60 1 1544 624 口 2 本 24 . 1  

2 1 1 1 4  500 鰹節 500 目 60 3 魚屋清兵衛

10736 528 鰹節 535 目 64 . 2  22401 423 鯛 半 身 * 1 . 0 . 2  * *350 

1 1543 624 鰹節 560 目 77 . 2  4 八百屋磯右衛門

2 1 103 510 王子 10 ， 10949 521 長芋 1 本 3 . 5  

2 1 106 516 玉子 10 ， 1 1408 620 長芋 1 本 3 . 5  

10710  505 玉子 10 ， 21007 522 長芋 1 本 3 . 5  

10716  512 玉子 10 ， 10223 418 長芋 2 本 7 

1 1 5 1 1  608 玉子 15 13 . 5  10943 518 長芋 2 本 7 

1 1 5 1 6  6 1 0  王子 15 13 . 5  10953 523 長芋 2 本 7 

2 1 1 1 3  500 玉子 15 1 3 . 5  10957 526 長芋 2 本 7 

1 1 525 615 車海老 20 23 1 1405 618 長芋 2 本 10 

1 1534 620 車海老 20 23 10233 422 長芋 2 本 7 

1 1536 622 車海老 20 23 10239 424 長芋 3 本 10 5 

1 1541 624 車海老 30 34 . 5  10903 501  長芋 3 本 10 . 5  

10718  513  い さ き 2 本 9 . 1  10922 508 長芋 3 本 10 . 5  

1 1 529 616 い さ き 3 本 13 . 65 20401 410 長芋 3 本 10  

2 1 1 1 2  500 い さ き 25本 113 . 75 10217  414  長芋 4 本 14  

10719  5 13  い か 2 枚 15 . 5  10226 418 芹 3 手 0 . 6  

1 1512  609 い か 3 つ 1 5  10232 421 芹 3 手 0 . 6  

1 1 5 1 9  6 1 2  いか 3 ツ 15  10249 427 芹 3 手 0 . 6  

2 1 1 0 1  503 福子 1 本 （す ず き の幼魚） 20 . 5  10237 423 芹 5 手 1 

10705 503 福子 2 本 4 1  10212 412 芹 7 手 1 . 4  

1 0 1 1 1  424 ふつ こ 3 本 15 . 5  10221 415  芹 8 手 1 . 8  

1071 1  505 川 貝 1 升 1 .  5 10938 515 三 ツ 葉芹 4 手 0 . 8  

10703 502 川 貝 2 升 3 10928 510 三 ツ 葉芹 5 手 1 

10706 504 川 貝 2 升 3 10940 516 三 ツ 葉芹 5 手 1 

1 1542 624 あ じ 4 本 1 1 . 85 10915 506 三 ツ 葉芹 7 手 1 . 4  

20510  423 あ じ 5 ツ 1 1  85 10215 413  蔦 菜 2 合 4 

10701  501  極上干 白 魚 10把 57 . 5  10245 426 菜 1 手 0 . 2  

1 0 103 415 白 魚 5 合 30 . 9  10910 504 菜 1 手 0 . 2  

1 1526 615 畑 白 1 枚 16 . 88 10205 4 1 1  菜 2 手 0 . 4  

1 1507 607 畑 白 1 枚 （ ま は た の別名 ） 29 . 52 1 1415  624 菜 5 手 1 

10717  512  鯵 4 本 23 5 10956 525 根芋 10本 3 . 5  

1 1 540 623 鰻 （ さ ば • あ お さ ば） 1 本 24 1 10905 502 根芋 5 本 1 . 5  
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旧 大名 家 当 主嫡子の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 2 出 入商人 ． 職人 と 商 品 （ I )

註 1 番号 は 付表 3 、 商人 の No は 表1 2 に 対応

2 値段 無印 ＝ 銀 （匁） 、 ＊ ＝ 金 （両、 分、 朱） 、 ＊ ＊ ＝ 銭 （文）

番号 B 付 品 目 値 段 番号 日 付

| 釜屋権兵衛 1 1520 612 鮎 1 籠

12701 600 雷｛ 1 | 無 『 皐見 ］喜（御飯焚 2 1 . 45 1 1523 614 鮎 1 籠

2 堺屋弥兵衛 11532 619 鮎 1 龍

10715  511  鯛 半 身 14 . 775 1 1535 621 鮎 1 籠

10704 503 鯛 1 枚 29 55 1 1 537 622 鮎 1 籠

10708 505 鯛 1 枚 29 55 1 1 545 624 鮎 1 籠

10709 505 鯛 1 枚 34 21803 6 10  鮎 1 籠

10713 508 鯛 1 枚 47 . 76 2 1804 6 17  鮎 l 籠

10714  509  鯛 1 枚 34 21806 600 鮎 l 籠

10720 514  鯛 1 枚 29 . 55 21801  604  鰈 1 本

10722 515 鯛 1 枚 34 10108 420 級 2 本

10725 517 鯛 1 枚 29 . 55 1 15 15  6 10  絨 2 本

10726 518  鯛 1 枚 29 . 55 1 15 17  6 1 1  鰍 2 本

1 1 505 600 鯛 1 枚 29 55 1 152 1  6 1 3  鰊 2 本

20501 410 鯛 1 枚 22 . 16 1 1524 6 14  鰊 2 本

20502 410 鯛 1 枚 14 . 16 1 1539 623 級 2 本

2 1102 505 鯛 1 枚 29 . 55 10723 5 1 6  級 3 本

2 1104 511 鯛 1 枚 14 . 875 10727 5 19  賊 3 本

2 1 1 10 522 鯛 1 枚 64 1 1513  609 鰍 3 本

2 1 1 1 1  522 鯛 1 枚 29 . 55 1 1 530 6 1 7  鰍 3 本

22001 626 鯛 1 枚 鰊 2 本 * 0 . 3 . 3  1 1538 622 鰍 3 本

10113  426 鯛 1 枚 22 . 16 1 0735 527 鰍 4 本

10102 414 鯛 1 枚 29 55 1 1531  618  賊 4 本

10114  426 鯛 1 枚 32 1 1501  601  級 4 本

10109 421  鯛 2 枚 22 . 16 20509 423 級 5 本

10112  425 鯛 2 枚 1 1  88 21808 625 級 10本

品

10729 520 鯛 2 枚 39 . 208 1 1506 606 大鰍 1 本

10737 528 鯛 2 枚 33 . 76 1 1509 608 大飛鮒 2 盃

1 1 502 602 鯛 2 枚 29 . 55 10107  4 19  飽 2 ツ

2 1805 600 鯛 2 枚 37 . 136 1 1 522 613  飽 2 ツ

10106  418 鯛 3 枚 17 . 82 1 1503 602 飽 2 盃

20507 417 鯛 3 枚 17 . 82 1 1533 619 飽 2 盃

10733 524 鮎 半分 18 . 75 21105  514  飽 2 盃

2 1 1 16 524 鮎 半龍 18 . 75 10101  4 14  飽 3 ツ

10702 501  鮎 1 籠 37 . 5  20508 4 17  飽 3 ツ

10712  507 鮎 1 籠 37 . 5  10728 5 19  飽 3 盃

10724 517 鮎 1 籠 37 5 10731  521  鮪 3 盃

10738 529 鮎 l 籠 37 5 10732 524 鮒 3 盃

10730 521  鮎 1 籠 37 5 2 1 1 07 518  飽 3 盃

1 1 504 600 鮎 1 籠 37 . 5  21 108 521 鮪 3 盃

1 1 508 608 鮎 1 籠 37 . 5  2 1 1 1 5  524 飽 3 盃
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目 値 段

37 . 5  

37 . 5  

37 . 5  

37 . 5  

37 . 5  

3 7  5 

37 . 5  

37 . 5  

37 . 5  

1 1 . 36 

13 5 

20 . 688 

1 5 . 76 

14 85 

22 . 72 

22 72 

33 78 

33 . 78 

34 . 08 

34 . 053 

29 . 475 

27  

27 

27 

26 . 25 

1 13 . 6  

1 7 . 24 

45 

11 16 

1 1 . 5  

1 2 . 276 

1 1 . 5  

12 . 276 

1 2 . 9  

16 . 74 

18 . 474 

18 . 474 

18 . 474 

18 . 474 

18 . 474 

18 . 474 



1 日 大名 家 当 主嫡 子 の 食生活 と 東京 の 商 人 ・ 職 人

付表 1 尚丸の食事献立の例

日 付 朝 昼 夜

5/1 平 （れん ・ 院元豆 ・ 椎茸） 向 （鮎 ・ 作 り 酢） 、 汁 （生豆腐 ・

香、 飯 かつ を ） 、 皿 （胡 瓜漬） 、 飯 、

干 白 魚

●巻煎餅100 （お 手 元へ）

5/2 皿 （花鰹 ・ 御正油） 、 皿 （胡 瓜 向 （鮎 ・ 作 り 酢） 、 汁 （椎茸 ・

蛉） 、 飯、 干 白 魚 かつ を ） 、 皿 （菜潰） 、 飯

●皿 （砂糖）

5/3 • 平 （玉子 と ぢ） 、 皿 （胡 瓜潰） 平 （ ＋ あ ぢ • 山 芋 ・ 院元豆） 、 ●宴会→表 7 参照

飯、 干 白 魚 汁 （川 貝 • かつ を） 、 皿 （胡 瓜

潰） 、 飯 、 干 白 魚

5/4 平 （花鰹 ・ 御正油） 、 香、 飯 平 （ ＋ ー塩鯛 ・ 菜） 、 皿 （胡 瓜

潰） 、 飯

●砂糖 （お 手 元へ）

5/5 平 （ ＋ ー塩鯛） 、 汁 （川 貝 ・ 赤

み そ） 、 香、 堰燭 1

●銚子 3 合、 鉢 （塩焼鯛 • 生

姜） 、 刺 身 （鯛 ・ 作 り 酢） 、 鉢

（ ＋ 飽 詰合家従方へ も ） 、 百

夜 香 1 斤 （お 手 元へ）

5/6 皿（黒豆 ・ 砂糖） 、 香、 茶粥（黒 平 （火取鯛 ・ 山 芋 ・ せ り ） 、 皿 向 （塩焼鯛） 、 汁 （川 貝 ・ 赤 み

豆 ・ 坪塩） （胡 瓜潰） 、 飯、 御銚子 そ） 、 皿 （胡 瓜） 、 飯 、 生玉子、

● 白 煎餅 （お手元へ） 御醤油 、 蛾燭 1

●銚子 6 合、 鉢 （ ＋ 塩 貝 詰

合家従方へ も ） 、 蛾燭 2

5/7 皿 （黒 豆 ・ 砂 糖） 、 皿 （胡 瓜 向 （鮎 ・ 作 り 酢） 、 汁 （川 貝 ・ 御銚子、 向 （鮎 ・ 作 り 酢） 、 汁

漬） 、 茶粥 （黒豆 ・ 坪塩） 赤み そ） 、 皿 （胡 瓜漬） 、 飯 （摺流 し 玉子 ・ かつ を ） 、 皿（胡

瓜漬） 、 飯、 峨燭 3

●菓子 （有平 、 お 手 元へ）

無印 ＝ 通常の料理 （帳簿 1 ' ) ● ＝ 追加 、 宴会 （帳簿 2 ') ＋ ＝ 贈 答 品
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